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本書は、「県営担い手育成基盤整備事業横市地区」に伴い、受託事業として都城市教育委員会が発掘調

査を実施した馬渡遺跡の報告書であります。

都城市の横市地区では県営担い手育成基盤整備事業 (現在は県営経営体育成基盤整備事業に移行)に先

立つ埋蔵文化財の発掘調査が平成 8年度から継続的に実施されており、これまでにも数々の成果が報告さ

れております。

本書に収載いたしました馬渡遺跡では、平安時代の居宅跡とみられる建物跡群が見つかり、中国からも

たらされた貿易陶磁器をはじめ京都産や東海産の陶器なども出土したほか、下級官人が革帯に付けた石製

品も見つかるなど、多くの貴重な調査成果が得られました。その一端については、市の広報誌や新聞・テ

レビを通してご紹介してきたところです。また、遺跡の見学会におきましては多数の方々に現地にお越し

いただき、古代のロマンに触れていただきました。

本書の刊行によって、こうした地域の文化財に対する理解と認識がますます深くなっていくことを願う

とともに、今回の成果が学術研究の発展に少しでも寄与できれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査に従事していただいた市民の皆様をはじめ、関係各機関の方々には多大

なご理解ご協力をいただきました。心から感謝の意を表します。

2004年 3月

都城市教育委員会

教育長 λ 村 諧 秋
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1.本書は、「県営担い手育成基盤整備事業横市地区」に伴い都城市教育委員会が平成11・ 12年度に実施

した馬渡遺跡の発掘調査報告書である。

2.本書に使用したレベル数値は海抜絶対高で、基準方位は真北である。

3.本書の遺物番号は通し番号とし、本文・挿図 。図版の番号は一致する。
4.土層と遺物 (青磁 。白磁を除く)の色調は F新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局
監修)2001年度前期版を参考にした。

5。 現場における遺構の実測は、作業員の協力を得て桑畑光博 0横山哲英 0原田亜紀子・外山隆之が行い、

遺構実測図の製図は、桑畑が行った。

6.遺構の番号に関しては、調査年度および調査地点ごとに番号を付していたが、今回の報告書中におい

て便宜をはかるため下記のように統一した。

7.本書に掲載した遺物のうち、打製石斧と粗製剥片石器の実測 0製図は栗山葉子が行った。また、土師

器・須恵器の一部の実測 0製図を株式会社埋蔵文化財サポートシステムに委託し、それ以外の実測 0製

図は整理作業員の協力を得て桑畑が行った。

8。 本書に掲載した遺物の縮尺は、基本的に 3分の 1および 4分の 1である。

9。 遺構の写真撮影は桑畑 0原日が行い、遺物の写真撮影は桑畑が行った。また、遺構の空撮は九州航空

株式会社に委託した。

10.植物珪酸体分析等の各種自然科学分析については株式会社古環境研究所に委託し、一部の本製品の樹

種同定および保存処理は株式会社吉田生物研究所に委託した。

11.本書の執筆 傷編集は桑畑があたった。

12。 発掘調査および報告書作成にあたっては下記の方々よりご助言 0ご協力をいただいた。

柳沢一男 (宮崎大学),田崎博之 (愛媛大学),流田勝夫 (宮崎大学)上村俊雄 。中園聡 (鹿児島国際

大学),木本雅康 (長崎外国語大学),永山修一 (ラ 0サ ール学園),高橋照彦 (大阪大学),藤澤良祐

(財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター),中野晴久 (常滑市民俗資料館),池畑耕一・前迫亮-0東和
幸・川回雅之 e松田朝由 (鹿児島県立埋蔵文化財センター),石川悦雄 0松林豊樹 (宮崎県文化課),

菅付和樹 0谷口武範・福田泰典 (宮崎県埋蔵文化財センター),大盛祐子

13.発掘調査で出上した遺物とすべての記録 (写真 ②図面など)は都城市教育委員会で保管している。

隕

新番号 旧番号 新番号 旧番号 新番号 旧番号 新番号 1日番号

SIA111竪穴住居跡●竪穴状遺構 S B15 C― SB07 S C13 B― SC13 S‐ID■溝状遺構
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第 1章 序 説

第 1節 調査 に至る経過
宮崎県都城市横市地区では、平成 5年度に県営ほ場整備事業 (平成 9年度より県営担い手育成基盤整備

事業に移行、平成15年度より県営経営体育成基盤整備事業に移行)の実施が採択された。平成 6年度、宮

崎県北諸県農林振興局から文化財の所在の有無について照会を受けた宮崎県文化課が一帯
の分布調査を実

施したところ、事業対象区域約170ヘ クタール内において周知、未周知を合わせて10遺跡、約44ヘ クタ
ー

ルにおよぶ埋蔵文化財包蔵地の所在が確認された。その後、都城市教育委員会は宮崎県文化課が実施した

試掘調査の結果を受けて、北諸県農林振興局と協議を行い、現状保存が困難な部分に
ついて、平成 8年度

から鶴喰遺跡の調査を皮切りとして、継続的に記録保存のための発掘調査を実施している。

馬渡遺跡では平成 9年 6月 と平成10年 11月 に宮崎県文化課が確認調査を実施した結果、古代の土師器や

中世の青磁、柱穴と思われる遺構などが検出された。そのデータと工事計画とを照らし合わせた結果、切

土によって遺物包含層と遺構が影響を受ける範囲と新設の排水路部分の合計約9,900Jを平成11年度と平

成12年度の 2ヵ 年にわたって発掘調査することになった。平成11年度 (第 1次調査)の調査面積が約4,500

」であり、平成12年度 (第 2次調査)の調査面積は5,400置である。現場における調査期間は、平成11年

度 (第 1次調査)が平成11年 11月 25日から平成12年 3月 29日 までであり、平成12年度 (第 2次調査)が平

成12年 4月 18日 から平成12年 12月 29日 までである。また、出土遺物の整理作業のうち水洗と注記および台

帳作成に関しては、各年度とも現場の仮設事務所において実施し、復元や実測図作成は平成13年度以降
の

現場事務所や市教育委員会管理の各収蔵庫において行い、報告書の編集は平成15年度に行
った。

馬渡遺跡の調査成果の一般公開に関しては、同年度に調査を進めていた坂元A遺跡といっしょに、平成

12年 12月 2日 に一般市民を対象とした遺跡見学会を実施し、市内外から約200名の来跡があった。

写真 1 発掘調査風景

水没する現場 ポンプ導入 小田富士雄教授による調査指導

一般市民を対象とした見学会 小学生を対象とした見学会
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第 2節 調査の組織
平成11年度 (第 1次調査)の組織
0調査主体者 宮崎県都城市教育委員会
・調査責任者 教 育 長 隈元 幸美 (平成11年 6月 まで)

教 育 長 長友 久男 (平成11年 7月 から)
・調査事務局 教育部長 轟木 保紘

文化課長 入木 昭良
文化課課長補佐 盛満 和男
文化財係長 堀之内 克夫
事務臨時職員 小田 尚子

0調査担当者 文化課文化財係主事 横山 哲英
・調査補助員 文化課文化財係嘱託 原田 亜紀子
平成12年度 (第 2次調査)の組織
0調査主体者 宮崎県都城市教育委員会
0調査責任者 教 育 長 長友 久男
・調査事務局 教育部長 轟木 保紘

文化課長 内村 一夫
文化課課長補佐 盛満 和男
文化財係長 堀之内 克夫
事務臨時職員 新福 美樹

0調査担当者 文化課文化財係主査 桑畑 光博
文化課文化財係嘱託 原田 亜紀子 。外山 隆之

。調査指導者 小田 富士雄 (福岡大学),宍戸 章 (宍戸地質研究所)
平成15年度 (報告書刊行年度)の組織
0調査主体者 宮崎県都城市教育委員会
。調査責任者 教 育 長 北村 秀秋
・調査事務局 教育部長 七牟礼 純一

文化課長 井尻 賢治
文化課課長補佐 坂元 昭夫
文化財冨J主幹 矢部 喜多夫
事務嘱託 諸麦 友香

。調査担当者 文化課 主査 桑畑 光博 (報告書の執筆 0編集)
・調査指導者 山本 信夫 (山本考古研究所),宍戸 章 (宍戸地質研究所),柴田 博子 (宮崎産業

経営大学),山村 信榮 (太宰府市教育委員会),村上 恭通 (愛媛大学)
・ 発掘作業従事者  久留保,阿久根 トシエ,藤圏不日子,抜迫清美,児玉時春、平田美智子,後田アヤ,高橋露子 ,

今村マサ子,今村 ミツ子,谷山 トミ子,武石重利,武石アキ,永田義晴,吉永美登志,山中輝雄 ,

山中マリ,上宮田ミチ,立野良子,木牟礼篤子,馬籠恵子,庄屋幸子,大山美智子,佐多寿代 ,

竹下康子,森山タツ子,宝満譲,宝満恵子,中須純子,渡辺恭一,谷□くみ子,寺田庸平

0整理作業従 事者  大盛祐子,児玉信子,池崎美智子,吉留優子,丸崎千鶴子,池崎美智子,岩本ゆかり,谷口奈穂

子,水光弘子,奥登根子,雁野あつ子,西博子,岩切真弓,伊鹿倉康子,水元美紀子
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鶴 嗽章 鰤隣の位置骰畷蛉

第 1節 地理的環境 (図 102)
都城市は九州東南部、宮崎県の南西部に位置する都城盆地のほぼ中央部を占める。この盆地は、南北約

25km、 東西約15klllの楕円状をなしており、北西に霧島火山群を仰ぎ、西側を瓶台山や白鹿山などの山地に、

東から南を鰐塚山・柳岳を主峰とする山地に囲まれ、西南方のみがわずかに開かれた地勢を呈する。また、

盆地中央部を大淀川が貫流しており、多くの支流を集めて、南から北へと流れる。その大淀川を挟んで、

東側の山地は比較的急峻で、起伏が大きく、その裾部には緩やかに盆地底へと傾斜する広大な扇状地が発

達している。一方、北西に位置する山地は霧島火山の山麓にあたり、比較的緩やかなスロープとなる。そ

の周縁から南にかけてはおおむね平坦で起伏の少ないシラス台地が広がっているが、西から東へと流れる

大淀川の支流 (北から丸谷川、庄内川、横市川)がその台地を分断しながら流れており、それぞれの流域
には氾濫原と河岸段丘の形成が認められる。その一支流である横市川は鹿児島県財部町から、蛇行しなが

ら都城盆地中央部へ向けて流れ大淀川に合流する。横市地区遺跡群は、その横市川の両岸に所在する遺跡

群を総称している。

平成12年度から平成14年度にかけて、宍戸章氏が米軍撮影の空中写真の判読と現況地形・地質露頭の観

察によって、沖積低地面の細分を除く横市川流域一帯の地形面区分をほぼ完成させている (図 2に その 1

部を掲載した。)。 宍戸氏は、成層シラス面より下位で、現河床の存在する沖積低地を除く面を標高 。テフ

ラ等から区分し、桜島薩摩テフラ (P14)かそれより古いテフラに覆われるものを低位段丘、鬼界アカホ

ヤ火山灰やそれ以降の霧島御池軽石等に覆われるものを沖積段丘とし、さらに標高の違いから低位段丘を

3つ の面に、沖積段丘を 2つの面に分けている。少し長くなるが以下に概述する。

成層シラス面 (S´ )は姶良カルデラから噴出した入戸火砕流 (24000～ 25000年前)力堵Б城盆地一帯を

埋積した直後に湖に堆積することによって形成された一続きの平坦面。

低位段丘 3面 (t3)はヽ低位段丘の中の最高位面に位置づけられ、加治屋遺跡付近では沖積低地面との

比高が+18mで、横市地区では上流地域のみに分布する。一部の成層シラス面とは同時性あり。

低位段丘 2面 (t2)は、和田。今房付近で沖積低地面との比高が+11～12mである。一般に段丘堆積物

は礫～砂礫 (四万十層群曲来の亜円礫および粗砂)で、桜島薩摩テフラ直下の褐色ロームに覆われる。

低位段丘 1面 (tl)は、加治屋や和田方面では、沖積低地面との比高が+9～ 10mで、平坦面のほかt2

面から垂れ下がるような緩傾斜面も含む。段丘堆積物は加治屋遺跡では主にシルト・粘土で、桜島薩摩テ

フラに直接覆われる。桜島薩摩火山灰 (約11500年前)降下直前に離水。

沖積段丘2面 (at2)はヽ沖積低地面との比高が+6～ 7 rrlで、鬼界アカホヤ火山灰 (約 6500年前)およ
び霧島御池軽石 (約4200年前)に覆われる。

沖積段丘 1面 (atl)は、沖積低地面との比高が+3～ 4mで、霧島御池軽石以上のテフラに覆われる。
なお、谷地形部に関しては、沖積低地の流路跡、段丘開析谷 (2面以上の段丘を横断開析して流下する谷

地形)、 段丘面上の浅い谷 (段丘面上にみられる谷地形 。帯状凹地)の 3種に細分している。

馬渡遺跡は、成層シラス台地の北縁部が大きく内湾したところの北側眼下、幅の狭い帯状の沖積段丘 2

面 (at2)を挟んで、その下に展開する沖積段丘 1面 (atl)の奥部に立地する。同段丘面は北側の横市川

の氾濫原 (沖積低地面)に向かって標高を減じながら徐々に下がっている。現況は水田地帯であり、ほぼ

平坦な印象を受けるが、実際に表土を剥ぐと、微地形はより複雑であり、霧島御池軽石層 (約4200年前)

が安定して堆積している部分と同軽石層が急激に傾斜したり、削られたりして谷状地形となっている部分

が複雑に入り組んでいることが判明した。調査区域の南側や東側で顕著だった浅い谷地形は、南倶Jに広が

る広大な成層シラス台地を伏流する地下水が、台地の崖面や裾部から湧水し、沖積段丘の低い部分を浸食

することによって形成されたものと考えられる。浸食の時期は、谷底に堆積した木本質泥炭層の放射性炭

素年代測定により、弥生時代後蟻よりも新しく、古墳時代後期頃と推定される。
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第 2節 周辺の遺跡 (図 2)
馬渡遺跡の西側に隣接する国平下遺跡の調査区域では、

ほぼ同じ時期幅の遺物が見つかっており、検出された遺

構をみると、田平下遺跡の 2号溝状遺構が馬渡遺跡の中

世の溝状遺構であるSD lに接続している可能性が高い

(図 11)。 後背の成層シラス台地上には、古墳時代の竪穴

住居跡と中世の畠跡が検出された申尾遺跡、古墳時代の

竪穴住居跡や中世の掘立柱建物跡・畠跡が調査された蓑

原遺跡がある。また、その東側の丸く突き出た台地上に

は、平安時代の掘立柱建物跡や越州窯系青磁・墨書土器、

中世の畠跡などの確認された中尾山 。馬渡遺跡がある。

同遺跡を挟んで東側の沖積段丘 1面 (atl)に は、平安

時代の溝状遺構や掘立柱建物跡、多量の木製品の出土し

た江内谷遺跡があり、その北側には縄文時代晩期末の水

図 1 遺跡位置図
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圏跡がみつかつて注目された坂元A遺跡がある。横市川の対岸には、古墳時代の竪穴住居跡、中世の大型

建物跡・水田跡の検出された鶴喰遺跡があり、横市川の支流である後谷川沿いには、左岸の沖積段丘 1面

(atl)に 中世の水圃跡の検出された畑国遺跡、その谷の開El部の右岸の沖積低地面にはやはり中世の水田

跡が検出された母智丘谷遺跡がある。両遺跡の東側の成層シラス面 。低位段丘 2面 (t2)に は南北朝期に

南朝方の城として登場する新宮城跡が構築されており、土塁 。空堀を確認することができる。

顧参考文献磯

遠藤 尚 1980「地形区分」『土地分類基本調査 都城』宮崎県

財部町教育委員会 2002『田平下遺跡』財部町埋蔵文化財調査報告書 (6)

都城市教育委員会 1998『鶴喰遺跡』都城市文化財調査報告書第44集

都城市教育委員会 2001『横市地区遺跡群 馬渡遺跡 (第 2次調査)0坂元A遺跡』都城市文化財調査報告書第55集

都城市教育委員会 2003『江内谷遺跡』都城市文化財調査報告書第59集

宮崎県埋蔵文化財センター 2001『梅北佐土原遺跡 0中尾遺跡 0蓑原遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第42集

宮崎県埋蔵文化財センター 2002『母智丘谷遺跡・畑田遺跡 0嫁坂遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第63集

千猥嘉博 1998「新宮城跡」『都城市の中世城館』都城市文化財調査報告書第45集 都城市教育委員会
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鶴 3章  発掘調査の成鑢

第 1節 発掘調査の方法 と概要
公共座標軸系のSN座標線に一致したメッシュを設定 (10m× 10mを 1単位とする調査区を設定)し、

東西方向を算用数字で、南北方向をアルファベットで表記し、その組み合わせで区名としたが、農道によっ

て調査地点が 3区分されたため、便宜的に農道より北側の地点をA地区、東側の地点をB地区、南側の地

点をC地区と呼称した。調査は現耕作土を重機によって剥ぎ取り、仮置きした後、さらに重機によって遺

物包含層の上面まで掘り下げた。遺物包含層に関しては作業員による手作業で掘り下げ、遺構の検出は基

本的に霧島御池軽石の上面とした。調査期間の大半を通じて、調査区域内は地下水の影響を受け続けた。

第 1次調査では、A地区の大型のピットや土坑、そして、B地区の弥生時代の竪穴住居跡の床面精査や土

坑の調査の際に、遺構底面が浸水することがたびたびあった。特に第2次調査に入ると、南側後背のシラ

ス台地裾部に設けられた素掘りの用水路から滲み出る水と梅雨時期から夏にかけての降雨によって、地下

水位が高くなり、調査区のほぼ全域が恒常的に水没する状態が続いたため、調査区外周に小規模な排水溝

を設け、その終末には溜め桝を掘ってそこにポンプを導入して、排水しながら調査にあたった。しかし、

長雨のときには排水に数日を要することもあり、調査は難航した。そこで、周囲の水田の稲刈が終わった

後 (平成12年 11月 中旬)、 調査区北側に大規模な仮排水溝を掘削した。これによって常時排水することが

可能となり、遺構の検出と掘り下げ、そして実測までスムーズに進行することができるようになった。

第 1次調査では、 B地区で縄文時代晩期の遺構 0遺物、弥生時代の竪穴住居跡をはじめとする遺構群や

遺物が検出された。また、一部ではあるが、中世後期の水田跡の区画も推定できた。一方、A地区では平

安時代の掘立柱建物跡や上坑が検出され、中世の溝状遺構も検出された。そして、A地区西ブロックの北

側では、霧島御池軽石層の上面が急傾斜して低くなった区域に平安時代から中世にかけての水田層の堆積

が確認された。第2次調査 (C地区)では、平安時代を中心とした遺物が質 0量ともにかなり高い密度で

検出され、掘立柱建物跡や土坑などの各種遺構も確認することができた。第 1次調査 (AO B地区)の

状況をあわせて検討した結果、北側を段丘の傾斜面 (水田跡 ?)、 南側と東側を自然地形の浅い谷 (概報

の際には窪地と表現した)、 西側を人工的な溝状遺構 (SD12)に よって区画された南北約75m・ 東西約65

mの空間に各種遺構が配置されている状況が復元できた。そのほぼ中心に位置する掘立柱建物跡 (SB 2)

は四面庇をもつ比較的大型の建物跡である。遺物は南側の浅い谷へ向かう傾斜面と谷の中に堆積した草本

質泥炭層から墨書土器を含む土師器 0黒色土器、須恵器、木製品が多量に出土している。さらに注目され

A地区西ブロック C地区西ブロック   浅い谷 B地区

灰オリーブ色土   オリーブ褐色土 灰褐色土 灰褐色土

暗オリーブ色土  暗オリーブ褐色土 灰褐色土 灰褐色土

Ia層

Ib層

Ⅱa層

V層 菫平安時代～弥生時代包含層

Ⅵ層=縄文時代包含層

暗褐色土 褐灰色土

赤褐色土 黒褐色土 灰色土 暗赤褐色土   Ⅱb層

三i:事二:lli轟難 :■ミ ii.i111111111∫轟 11lrittt,Ⅲl:11111=・::::卜 Ⅲ層=桜島文明軽石 (15世率己後半)

黒褐色土

暗褐色～

明褐灰色土
暗赤褐色～

灰褐色土

褐灰色土 Ⅳ層=中世包含層
黄灰色土

黒褐色土

灰白色シルト

黒色泥炭

図 4 土層柱状模式図

黒色土

灰オリーブ色土
＼
灰白色砂

赤褐色土

黒色土

暗赤褐色土
(木本質泥炭)

黒褐色土
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る遺物として、石製鉛具や越州窯系青磁 傷緑釉陶器 。灰釉陶器なども出土している。また、C地区西ブロッ

クでは、中世の土師器 0貿易陶磁器などの遺物や掘立柱建物跡 。竪穴状遺構 0土坑なども検出された。

第 2節 遺跡の層序
遺跡の基本層序については、浅い谷地形が顕著に認められたB地区とC地区の一部、そして、A地区西

ブロックの北西側を除けば、ある程度の共通性が認められたので、現在の耕作土から霧島御池軽石層まで

6層に分層し、ローマ数字で表記した。しかし、詳細については、地点によってそれぞれの色調や質感、

含有物が異なり、土層の厳密な対応関係を把握するのは困難であった。したがって各土層断面図の土層番

号はそれぞれに丸数字で記載し、対比が可能なものについては、それが基本土層のどれに該当するのか付

B-2・ 3区 北壁

J
147111

土層説明 (図 6と共通)

①a:灰オリーブ色砂質土 (盛土。現耕作土)
①b:暗オリーブ色砂質上 酸化鉄沈着
①ci灰色砂質土 (黄白色シルトブロック・白色軽石含む)
②a:暗褐色砂質シルト土
②b:赤褐色砂質シルト土 (白色軽石含む) 酸化鉄沈着
③ :灰白色軽石=Ⅲ層 【桜島文明軽石=15世紀後半】

④ :赤灰色砂質シルト土

⑤ :褐灰色シルト土 (礫・黄色軽石。白色軽石含む)

⑥ :赤灰色シルト土 (礫・黄色軽石。白色軽石含む)

⑦a:灰黄色砂質シルト土 (礫含む)
⑦b:暗赤灰色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)
③ :褐灰色弱粘質シルト土 (礫多く。黄色軽石含む)

⑨ :褐灰色弱粘質シルト土 (黄色軽石少量含む)

⑩ :灰黄色シルト土 (浅黄色砂。灰白色砂。白色軽石含む)

①a:灰褐色シルト土 (白色軽石。黄色軽石少量含む)
①b:灰褐色弱粘質シルト上 (白色1五石。黄色軽石含む)
⑪c:褐灰色砂質シルト土 (白色軽石。黄色軽石含む)
⑫a:褐灰～黒褐色シルト土 (白色軽石・黄色軽石含む)
⑫b:灰色砂 (白色軽石・礫含む)
⑬ :にぶい黄褐色シルト土 (白色軽石・黄色軽石含む)

⑭ :黄灰色シルト土 (白色軽石。黄色軽石。浅黄色砂含む)

⑮a:黒褐色シルト土 (白色軽石。黄色軽石含む)
⑮bi黒褐色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)
⑮c:褐灰色弱粘質シルト土 (黄色軽石きわめて多く含む)
⑮di黄色軽石 (黒褐色シルトブロック含む)
⑩ :暗赤灰色～灰褐色シルト土 (白色軽石。黄色軽石含む)

⑭ai明赤褐色シルト上 (白色軽石・黄色軽石含む)
①b:明褐灰色砂質シルト土
⑬al赤灰色砂質シルト土
⑬b:暗灰色差質シルト土 (白色軽石。黄色軽石含む)
⑩ :赤灰色砂質シルト土 (白色軽石含む)

⑩ :黄色軽石=Ⅶ層 I霧島御池軽石=約 4200年前】

SD 2の上層説明

図 5 A地 区西ブ圃ック土層断面図 (1)

A地区

:灰白色シルト土 (シ ラスの 2次堆積 ?)
:灰黄褐色シルト土 (シ ラス?混 じり)
:灰白色～浅黄色シルト土 (シ ラス?混 じり)
:にぶい黄橙色～灰黄褐色砂質シルト土 (シ ラス?混 じり

5:黒褐色弱粘質シルト土 (白色軽石含む)
6 :灰黄褐色砂質シルトJヒ (シ ラス?混 じり)

7:黒色弱粘質シルト土 (白色軽石含む)

B-4区 西壁
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記した。図 4に地点ごとのおおまかな土層の対応関係を模式的に表示した。基本土層を上から順に説明す

る。 Ia層 と Ib層は現在の耕作土であり、灰オリーブ色～暗オリーブ色系の砂質上で、場所によっては

下部に酸化鉄の沈着が著しい。Ⅱa層 とⅡb層 は暗褐色系の砂質土で、後者は概して桜島文明軽石を多く

含む。Ⅲ層は15世紀後半の桜島文明軽石で、一次堆積しているところもあれば、 2次的に撹拌され、本来、

軽石の上部に堆積している粗粒火山灰のかたまりが軽石の中に混入しているところもある。Ⅳ層は中世の

遺物包含層で、B地区を除くと比較的明るい褐灰～黄灰色を呈する粘質シルト土である。V層 は、A地区

の北側を除くと黒褐色を呈する粘質シルト土である。基本的に平安時代の遺物包含層であるが、B地区で

は、弥生時代の遺構内埋土との分層が困難である。Ⅵ層は黒色系のシルト層で、霧島御池軽石粒を多く含

む。B地区では縄文時代の遺物を包含していた。その下には層厚約 lmの霧島御池軽石 (Ⅶ層)が堆積し

ている。C地区西ブロックの仮排水路の断面でみると、同軽石層の直下には、洪水によるとみられる灰白

色シルトの堆積が認められ、さらにその下には、黒色の草本質泥炭層が堆積していた。

調査区域内の霧島御池軽石の上面の等高線をみると (図 10)、 成層シラス台地から下りてくるC地区西

ブロックが標高約1481rlと最も高く、C地区東ブロックやA地区の方へゆるやかに傾斜している。それに対

し、B地区は50clllく らい低くなっており、その間の霧島御池軽石が浸食によって削られ、浅い谷が形成さ
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れている。B地区北壁の確認 トレンチでは、その谷の最下層に灰白色の砂の堆積がみられ、その上にシル

ト層を挟んで、イチイガシ及びアカガシ亜属を主体とした樹木の幹・枝・葉
e堅果を多く含んだ木本質の

泥炭層が堆積し、さらにその上にヨシ属を主体とする厚い草本質泥炭層が形成される (図 9)。 これらの

泥炭層は、分解されていない植物質を多く含んでいるため、上に立つとスポンジのような応、わ方、わした感

触があった。また、A地区西ブロックの北部は北へ急激に傾斜しており、霧島御池軽石上面も浸食されて

いるが、その谷地形の堆積物は泥炭質土壌ではなく (図 5)、 プラント0オパール分析の結果、イネが検

出された。さらに、同地区の北 0西側では砂礫層の堆積が顕著であり、洪水による堆積物と推定されたが、

それは同地点で検出された用水路と考えられる溝状遺構との関係が深いと考えられる。溝状遺構内には砂

礫 0シルトの堆積が認められ、そこからオーバーフローした砂礫 。シルトが北側の谷地形に広がっている

様子が観察された (図 506)。
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第 3節 警時代の調量成果
(1)縄文時代の遺構と遺物 (図 16017)

A地区では、後期後葉の深鉢形土器 (以下、深鉢)片が少量出土した。一方、晩期中葉の土器片がある

程度まとまって出土したB地区では、基本土層Ⅵ層を遺構内堆積土とする土坑群を 9基検出した。SCll

とSC12は長軸2.5m前後の隅丸方形を基調とする不整形の似通った平面プランの土坑であり、ピットなど

の建築物としての付帯施設は不llB瞭であった。図化はしていないが、両方より晩期中葉の土器片が1点ず

つ出土している。SC3 0SC4 0SC5は細長い楕円形プランの崩れた平面形を呈している。SC 3は、弥

生時代の竪穴住居跡 (SA l)に切られている。SC 4と SC 5は接続しており、切り合いの可能性もある

が、先後関係等は不明である。SC1 0SC6。 SC10 0 SC13は 円形ないし楕円形の平面プランの土坑であ

る。SC13の下層からは晩期中葉の深鉢の底部 (13)が出土している。

1～ 3はA地区のVOⅥ層から出土した西平式土器の深鉢である。いずれも橙色～黒褐色を呈し、胎土
には白色や赤色の砂粒を多く含む。回縁部～頚部の内外面の調整は丁寧なミガキであり、日縁部と胴部に

磨消し縄文と沈線文が施されている。 1は波状口縁の一部であり、比較的堅緻である。 2と 3は頚 0胴部

で、頚部内面の稜がシャープである。いずれも頚部との境に刺突文列がある。 2は横位の沈線間に「C」

状沈線が見られる。 3は外面にススの付着が見られる。 4～21はすべてB地区から出土した。 4と 14は西

平式土器と同時嬢か後出すると考えられる深鉢の回縁部である。 4は暗褐色を呈し、内面にはミガキが認

められる。14は赤褐色を呈し、外面は繊維東状の工具による擦痕がある。 5～ 13は晩期中葉の深鉢であり、

口縁部には ・・条の突帯をもつ (5～ 9)。 調整はいずれも工具等を用いたナデもしくはナデである。 9は

明赤褐色を呈するが、他は褐灰色～黒褐色を呈する。 7は外面にススが付着している。10～ 13は張り出す

形態の底部で、いずれも橙色～にぶい褐色を呈する。15は粗製無文の深鉢であり、灰黄褐色を呈する。16

は褐灰色を呈する小形の鉢であり、内面には条痕が認められる。17～ 21は にぶい橙色ないし灰色を呈する

晩期中葉の浅鉢である。いずれも器肉は暗灰色を呈し、内外面とも研磨されている。17・ 19018は口縁部

外面に沈線がめぐる。22(111.5g)・ 24(74.9g)は 打製石斧であり、23(32.7g)は 粗製の剥片石器で

ある。いずれもホルンフェルス製で、23と 24は風化が著しく、全体に浅黄色を呈する。22は折損した基部

の周囲に再加工によるとみられる剥離がみられ、割れ面縁部には摩滅が認められるため、基部折損後も使

用したと考えられる。23は刃部を高倍率の金属顕微鏡を用いて観察した結果、イネ科植物を対象として使

用したときに生じる光沢斑等は観察されなかった。
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(2)弥生時代

弥生時代に関しては、B地区において、基本土層V層やⅥ層に類似する土層を遺構内堆積土とする竪穴

住居跡 1基、竪穴状遺構 1基、土坑 4基を検出している。また、A地区西ブロックで検出した土坑SC32

は平安時代の溝状遺構に切られていたため、当該期と判断したが、不確定である。

①竪穴住居跡 (図 18～22)

SA lは長軸4.43m、 短軸3.92mの方形プランで検出面からの深さ30cmで ある (図 18)。 土坑SC 3を切っ

ている。住居内堆積土は 5層に分層できたが、灰色粘上を除けば、上層 (① o②層)、 中層 (③層)、 下層

(⑤層)に大別できる。住居跡の床面の東側を中心に灰色の粘土がかたまって検出され、その2次堆積した

ものが覆上の下層 (⑤層)と 中層 (③層)の間にも堆積している。床面出土の粘上については、土器の素

材やその他の原材料と考えられたため、プラント0オパール分析をして、住居跡内出土土器の胎土との比

較を行った結果、土器の素材とは異なる組成を示しており、その他の原材料として、保管されていたもの

と考えられる。また、上層と中層からは炭化材が多数検出された。そのうち中層から出土した 1点につい

て、樹種同定と放射性炭素年代測定をした結果、ヤマハゼ類と同定され、1980±40年BP(lσ :cal B

C30～AD70年)と いう数値が得られており、住居跡の埋没年代として参考となる。壺形土器 (以下、壺)

と器台形土器 (以下、器台)の完形品 (26・ 31)、 大型の砥石 (37038)、 そして、軽石製品 (40～43)が

床面直上で出土している。住居跡の南西側で見つかった壺 (26)と 器台 (31)は、両者ともに回縁部の半

分が打ちかかれ、底部を床面に据えた状態で出土しており、住居廃絶時かその直後に意図的に置かれたと

考えられる。器台の下部には少量ではあるが、赤色顔料の散布がみられた。軽石及びその加工品は住居跡

の南東壁に沿って、一部は積み重なるように置かれていた。

26～36は SA l内から出上した弥生時代後期の上器である。色調は全体に浅黄橙色～浅黄色を呈するも

のが多く、いずれもセキエイなどの砂粒を多く含んでいるが、中でも甕には 2 mmを越える粗い粒子が目立

つようである。25032033034035036は 甕である。25は浅黄色を呈し、大きく外反する日縁部及び胴部

外面に縦方向のハケメがみられる。32は にぶい橙色を呈し、回縁部は「 く」字に外反し、内面に横方向の

ハケメがみられる。33は浅黄橙色を呈し、外面にはススが付着する。口縁部は弱く外反する。35は灰自色

を呈する底部で、中空の脚台状となる。34と 36は浅黄橙色を呈する小形の甕である。34は、頚部から下方

に向かってハケメが施される。36は底部にドーナツ状の粘土紐を貼り付けて成形しており、張り出し気味

の形態をなしている。26・ 27は壺である。26は浅黄橙色を呈する。外面調整は、ハケメの残る胴部下半に

比べ、胴部上半の最終調整が丁寧で、ミガキ状となっている。内面は斜め方向のハケメのちナデである。

底部から胴部の中位にかけて2本の沈線が描かれているが、線刻の全容は土器の下から見なければわから

ない。また、胴部の上位に不明瞭ながら重なり合う3本の細線が描かれている。なお、ちょうど黒斑の認

められる胴部の一部 (縦 6 clll× 横 9 cnlの範囲)に焼成の際にできたとみられる剥離が観察される。27は淡

橙色を呈する。28は浅黄橙色を呈する高杯の杯部である。内外面ともにハケメのあとに縦方向のミガキが

施されている。29と 30は浅黄橙色を呈する鉢である。30は胴部が丸く膨らむ形態である。31は自っぽい印

象の強い灰白色を呈する器台で、胎土の砂粒は他に比べて、粒径がlmm以下ときめが細かい。器面調整は、

回縁部と脚部の内外面がヨコナデで、口縁部下半の外面には斜め方向のハケメが認められる。胴部外面に

ついては縦方向のハケメのちミガキが施され、比較的丁寧な仕上げである。胴部内面にはしばり痕がある。

胴部外面には、調整痕とは考えられない、 3本で一組の細線が描かれている。脚部外面にも3本の細線が

描かれているように見受けられるが、不明瞭で判然としない。触陪Бの裾部に黒斑がある。37・ 38は砂岩製

の砥石である。37は 2.82kg。 断面台形状をなし、 4面を砥面としている。38は 5.6kg。 もともと節理で割

れている自然石を利用したものと思われる。両面を砥面としている。44は シルト岩 0頁岩製の砥石である。

折損しているが、エッジをつぶして再利用しており、 4面を砥面としている。270g。 39～43は軽石製品

である。39は 210gで、表面が研磨されている。一方、40～43は中ほどに紐掛けと思われるくびれが作り

出されているものの、全体的に糧い自然面が残されている。40は480g、 41は390g、 42は680g、 43は440
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25。 26。 31:⑤層 (26・ 31は床面直上)

29:③層

27・ 28。 30:① ～②層

J

Q1/,/9、⌒f
ぴゝガ
馘74、、

θ恥ぐ39｀

破線で囲んだ部分は灰色粘土の範囲

① :黒褐色弱粘質シルト土 (黄色軽石少量含む)

② :黒褐色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)
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図18 弥生時代の竪穴住居跡 (SAl)と 出土土器
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図19 弥盛時代の竪穴住居跡 (SAl)出土土器と石器
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40～43=1/3
0                             10cm

40～ 42:⑤層 (すべて床面直上)
43044:③層
44の トーン部はマメツを示す

44=夕4

図20 弥生時代の竪穴住層跡 (SAl)出圭石器
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45・ 47:⑤層

Q

0                     5 cm1[l i l lШ」

光沢面の発達度分布

中 (大粒含む密) 弱 (密 ) 微弱 (疎 )

※ニコン製高倍率落射照射型金属顕微鏡を用いて100倍 の視野で全体を

約2.5mmメ ッシュで観察し、必要部分について200倍で詳細観察を行っ

た。

観察者 :山村信榮・桑畑光博 。栗山葉子・原田亜紀子 丸数字は金属顕微鏡による写真位置

図21 弥盤時代の竪穴住居跡 (SAl)出土石包丁
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45の① (植物による光沢面中程度) 45の② (植物による光沢面弱)

45の③ (植物による光沢面微弱) 45の④背部 (植物による光沢面弱)

45の⑤ (植物による光沢面なし) 46の⑥ (植物による光沢面微弱)

46の⑦ (植物による光沢面微弱)l面微弱)         46の ③

写真3 石包丁 (45046)顕微鏡写真
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② :黒褐色粘質ンルト土 (黄色軽石含む)=V層
③ :灰色化した御池軽石
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図22 弥生時代の遺構と遺物
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gである。他にも42と 同じような大きさの軽石が 3点出土しているが、加工痕は認められなかった。45～

47は いずれも頁岩製の石包丁であるが、46の石材のみややガラス質である。45と 47は下層 (⑤層)か ら出

土した。45は 61.5g、 46は 52.7gで ある。45と 47の刃部断面形は両刃で、46は片刃にみえる。また、46は

両面に穿子L途中の窪みが一つずつ認められる。47は折損しているために17.7gと 小さいが、折損部に剥離

を加えて再研磨しており、その後も利用を試みたと考えられる。これらについて、高倍率の金属顕微鏡を

用いて観察した結果、45と 46はイネ科植物を対象として使用 (穂摘み)し たときに生じるパ ソヽチ (水滴)

状の光沢斑を観察することができた (図 21下)が、47に は確認できなかった。右手使用の場合、45は実測

図右面が、46は左面が右手親指側の面と考えられる。なお、両者とも刃部に光沢斑が認められなかったが、

これは、研ぎ直しによって使用痕が失われたものと考えられる。

SA 2は長軸3.67m、 短軸3.15m、 深さ14clll、 東側がやや突LTIし た楕円形を呈した皿状の遺構である (図

22)。 検出されたピットも上層 (①層)が落ち込んでいるものと下層 (②層)の落ちこんでいるものの2者

があり、規則性が認められないことから、竪穴状遺構とすべきではないかもしれないし、自然地形のくば

みである可能性も捨てきれない。また、覆土中から土器や石器などは出土していないため、床面の北西部

の浅いピットからまとまって検出された炭化材を樹種同定と放射性炭素年代測定を実施した結果、アカガ

シ亜属と同定され、2160±50年BP(lσ :cal BC350～ 300,220～ 160年)と いう数値が得られた。

②土坑 (図22)

土坑は平面プラン楕円形もの (SC 9 0SC14)、 溝状を呈するもの (SC7 0SC8)、 くびれる形態もの

(SC32)がある。SC 7と SC 8は東端で連結しているようにみえるが、その部分で現代の撹乱を受けてい

たため、切り合いについては判然としなかった。両土坑からは、縄文時代晩期中頃の上器片と弥生時代後

期の上器片が多数出土した。SC 7か ら出土した48と 50を図化した。48は中空の脚台状の甕底部で、灰白

色を呈し、砂粒を多く含む。50は両輝石安山岩 (霧島新期溶岩類)の敲石の欠損品である。210g。

③その他の土器 (図 22)

49は平安時代の溝状遺構SD12か らltl土 した土器である。弥生時代後期の甕ないし鉢の底部で、淡黄色

を最し、砂粒を多く含む。51は丹塗り研磨の壺であり、縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭の突帯文土器

に伴う可能性がある。内面の色調はにぶい黄橙色を呈し、粘土帯の積み上げは内傾接合である。頚部外面

には横位の2本の沈線の後、山形の 2本単位の沈線を施されており、さらにその後で、赤色顔料が塗布さ

れ縦方向のミガキが施されている。

(3)古墳時代 (図23026)

古墳時代に関しては、C地区で土器が数点出土した。52と 53は浅黄橙色を呈する甕の回縁部で、 l mm以

下の砂粒を含む。刻み国内に布痕の見られる突帯が 1条めぐり、部分的に輪積み痕が認められる。54は灰

色を呈する須恵器のハソウで、胎土も精良である。これらは 6世紀代と考えられる。その他に、142は平

安時代の掘立柱建物跡SB lの ピットの上部に流れ込んだ資料で、 7世紀前半頃の須恵器瓶の底部である。

黒灰色を呈し、胎土には白色の粗い粒子を多く含み、胴部下半にはカキメが施されている。

52:I-5区 V～Ⅵ層、53:SA 4、 54:G・ F-7区 V層

図23 奮墳時代の上器
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(4)平安時代

遺構は、溝状遺構 6条、竪穴状遺構 1基、土坑13基、焼土坑 1基、掘立柱建物跡15棟と建物としてまと

めることのできなかったピットを多数検出した。調査の概要で述べたように、北側を段丘の傾斜面 (水田

跡 ?)、 南側と東側を浅い谷、西側を溝状遺構 (SD12)で囲まれた南北約75m、 東西約65mの空間に掘立

柱建物跡群などの各種遺構が検出された。遺構群の構築された平坦面から浅い谷に落ちていく傾斜面 (H一

8区、I-5・ 6・ 708区、」-5区)では、遺構の密度が疎となる一方で、土師器 0黒色土器 0須恵

器などの出土遺物の分布密度は高くなり、数点ずつではあるが、越州窯系青磁
0緑釉陶器 0灰釉陶器も出

土している。その他、石製?具 (丸輌)の欠損品も1点見かっている。そこからさらに南へは、遺構検出

面とした霧島御池軽石層の上面が急傾斜しており、自然地形の浅い谷が形成されている。その浅い谷はB

地区へ延びており、谷地形には分解されていない植物の葉片 (ヨ シ属)を多量に含む黒色の草本質泥炭層

が厚く堆積している。そこからは墨書土器を含む土師器、黒色土器、須恵器、木製品などがlL「I土 している。

①遺 構
溝状遺構

S D12は南東―北西に走行し、C地区西ブロックからA地区西ブロックに延びており、そこでやや西よ

りに走行を変えながら立ち上がるようである (図 12013)。 断面形は逆台形状で、幅2.1～ 1.5m、 深さ80

～52clnで ある。断面図のSD12aをみると上層 (①層)、 中層 (②層)、 下層 (③層)に分けることができる

(図 25)。 I-4区では溝の幅員が南西側に膨らんで、溝底も一段深くなっている。その底に、アカガシ亜

属と同定された枝や樹皮等がみつかっており、放射性炭素年代測定の結果、1250± 40年BP(lσ :cal

AD700～ 790年)と いう年代値が得られた。一方、南東端 (I-5区)では浅い谷に接続しており、断面

観察の結果、SD12の埋土は浅い谷に堆積した草本質泥炭層と同時期と判断された (図 25)。 そこでは、遺

構検出面から約40clllの レベルに部分的に焼灰の堆積が認められ、その中から焼けた骨と思われる砕片 ?

(同定不可能、101ページ参照)が検出された。接続部分の浅い谷の北側法面は階段状を呈しており、人工

的な整形が加えられているものと考えられる。また、その接続部分の底には軽石混じりの砂層が堆積して

2 1 3 ′ 4 1

SD13 SD12 A地
区西ブロック

SB10

C地区西ブロック

/      8地 区

SA=竪 穴状遺構
SB=掘 立柱建物跡
SC=土 坑
SD=溝 状遺構
SN=焼 土坑

／

〃

争

ｌ

ｌ

一　
Ｇ

SCl)′)讐16

51 6 17
、1  9 110

A地区東ブロック

凩
野
P/｀ゴぐこ
う ソ

~

・
プ・二′

図24 平安時代の遺構分布図
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① :黒褐色シルト土 (黄色軽石含む)=V層
② :黄色軽石+暗褐色シルト■

SD12c(溝状遺構の縦断面)

① :黒色粘質シルト土 (黄色軽石・白色軽石含む)

② :黒褐色弱粘質シルト上 (黄色軽石・白色軽石含む)

③ :黄灰色粘質シルト土 (② と④の混合)

④ :灰黄掲色粘質シルト土 (焼灰・小礫含む)

SD7

148m
147 9nl

①:暗掲色砂質シルト上 (黄色軽石・白色軽石含む)
②:黒色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)
③ :黒褐色弱粘質 シル ト土 (黄色軽石含む・ 白色軽石含む)

SD12b

＼
①:灰オリープ砂質シルト土
②:① +酸化鉄
③ :赤灰色弱粘質シルト土 (白色軽石・黄色軽石含む)

④ :赤褐色弱粘質シルト土 (白色軽石・黄色軽石含む)

⑤ :明黄褐色砂質シルト上 (白色軽石・黄色軽石含む)

-1476m

SD13

一-148m

⑤ :灰褐色弱粘質シルト土(黄色軽石含む)
⑦:灰黄色シルト土
③ :掲灰色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)

⑨ :黒褐色弱粘質シルト土

(黄色軽石含む)=V層
⑩ :黒色弱粘質シルト土

(黄色軽石含む)=Ⅵ層

・―-1482m

⑥:黒色粘質シルト土                ⑦.:⑦十黄褐色土
⑦ :黒褐色弱粘質シルト土 (黄色l.R石・白色軽石含む)

SDll
――                                 -147 7nl

―

……

3 4m

図25 平安時代の溝状遺構断面図

おり、同地点から柄 (407)・ 円形曲物の破片 (411)な どの本製品をはじめ、多量の樹木の幹 0枝に混じっ

て、イチイガシ堅果、コナラ属堅果、モモ核、ハクウンボク核、ハ トムギ果実、カヤ種子、コガネムシ科

の昆虫の羽なども認められた。浅い谷との接続部分とその周辺 (I-4区、H-4区、G-3区)では、
溝状遺構内堆積上の上 。中層 (① o②層)か ら、土師器 。須恵器などの遺物が多量に出上しており、溝状

遺構の廃絶に伴う廃棄行為があったと考えられる。55～ 104はSD12か ら出土した土器である (図 26・ 27)。

55～59は ヘラ切り離しの土師器杯である。62～64は底部を薄く円盤状に残して切り離したもので、杯に該

当すると考えられる。55と 56は浅黄橙色を呈し、硬質である。同一個体と思われる。淡赤褐色を呈する59

はいびつな造りで、外底はヘラ切り離し後、ハケメ?工具による調整痕がみられる。60～73は土師器のい

わゆる円盤高台の椀である。60061は底部が柱状を呈するタイプで、65～ 73は底部下端が強く張り出すタ

イプである。74～78は土師器の高台付椀 (以下、特に断らない限りいわゆる輪高台のことをさす。)であ

る。79～ 85は黒色土器A(いわゆる内黒土師器)で、器内面に炭素を吸着させた後、ミガキを施している。
79の体部下半には削りが施されている。86は土師器の高杯で、同形態の墨書土器もある (340)。 杯部の底

を円盤状に残して切り離した後、脚部を接合している。87～95は土師器甕である。褐色や橙色を呈し、外

面はナデ調整で、内面はヘラ削りが施されている。口縁部内面の稜線が明瞭なものと不明瞭なものとがあ

る。この他に、「永」などの記された墨書土器 (336・ 33803400346・ 356)や線刻土器 (361)も 出土し

た。96～ 104は須恵器である。96～99は甕である。96・ 99は灰色を呈するのに対し、97は褐灰色、98は橙

色を呈している。外面調整は格子目叩きの99以外はすべて平行叩きである。内面をみると、96は円弧叩き、

97は円弧と平行の叩き分け、98は円弧のち平行叩き、99は平行叩きとさまざまである。1000101は 杯で、

灰色を呈し、胎土に粗い白色粒子が日立つ。1030104は 瓶形長胴壺、102はノ1ヽ壺。1020103・ 104は器肉が

褐灰色、表面は赤褐色を呈し、浅黄色の自然釉がかかるという共通点がある。104の内面には黒色物質が

付着している。越州窯系青磁 (363)と灰釉陶器 (376)の 破片の一部も出上した。

S Dllは、幅 2～ 0。 6m、 深さ80～ 52cm、 南東から大きくカーブして北西に向かって、調査区域外へと

延びている (図 12)。 溝内には砂礫 。軽石混じりのシルトが堆積し、クロスラミナも認められることから

(図 6)、 後述する水田跡との関連から用水路としての機能が推定され、河川の氾濫や洪水によって埋没し

たと考えられる。最下部の砂層から摩滅した土師器が出土している (図 28)。 1050106は 土師器の杯で、
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※ 1点破線は回転ケズリ痕

0

図26 平安時代の溝状遺構 (SD12)出土土師器

H-4区
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H-4区

硯戸

図27 平安時代の溝状遺構 (SD12)出土須恵器

106は橙色を呈し、体部は丸く立ち上がり、ヘラ切り離しの痕跡が明瞭である。107・ 108は高台付の黒色

土器Aの椀で、109も その可能性がある。109はにぶい黄橙色を呈し硬質で、高台は外側へつまみ出された

ような形態をなす。

SD8(幅 0.6m、 深さ14cm)は南北方向に走行するSD 7(幅 0.8～0.55m、 深さ40～ 20cm)に接続する
ようなかたちで検出されたが、切り合い等は不明である (図 12)。 SD 5(幅 1,2m、 深さ36cm)と SD13

(幅 2m、 深さ48cm)は、いずれも走行は不明であり (図 12)、 溝状遺構とするには疑問もある。

竪穴状遺構 (図29031)

SA3は長軸3.56m、 短軸2.98m、 深さ15cmの平面プランは隅丸方形を呈する (図 29)。 床面中央から
やや西よりに長方形プランの土坑 (長軸1.2m、 短軸0.65m)を伴っており、内部には焼灰と炭化物が堆

積していた。屋内炉と考えられる。柱穴は西側と東側に 1本ずつの 2本主柱と考えられる。110～ 116は S

A3か ら出土した土器である (図31)。 110～ 113は土師器の杯である。底径6.4セ ンチを測る111は橙色を
呈し、それよりやや小さい112と 113は浅黄橙色を呈する。いずれもヘラ切り離しである。114～ 116は土師

器甕で、114は床面直上でみつかった。内外面ともにナデ調整で、外面にはススが付着し、にぶい橙色を

呈する。115は内外面に横方向のハケメが明瞭である。橙色を呈し、胎土には砂粒が目立つ。116は外面が

ナデ調整で、内面にはケズリが施される。橙色を呈する。

土 坑 (図29030031)
土坑は13基を確認した。平面プランは、円形、楕円形、隅丸方形などがあるが、全体的に不整形のもの

が多く、性格も不明である。SC16は楕円形に近い隅丸方形プランで、底面が平坦ではない。SC21は 径約

70cmの小規模な円形プランである。灰黄色を呈する土師器杯 (120)が 出土した。SC23は直径約1.6m、

深さ約15cmの浅い円形プランであり、床面直上から土師器の甕と不、そして、軽石礫が検出された。127

は浅黄橙色を呈する土師器杯の回縁部で、128～ 130は土師器甕である。128は橙色を呈し、胴部外面下半

にはタタキ後にナデが施されている。内面はヘラケズリである。SC25は円形プランで、西側底面に段が

ある。にぶい橙色を呈するヘラ切り離しの土師器杯 (131)が出土した。SC27は平面プランが隅丸方形で、
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107・ 108=黒色土器

108 :

10cm図28 平安時代の溝状遺構 (SDll)出土土師器

北側が一段深くなり、北と南の両端にピットを伴う。SC15 0 SC17 0 SC18 0 SC19 0 SC20 0 SC22 0 SC24 0

SC26は不整形プランの土坑である。SC15か らは、1180119の 土師器が出土した。118は浅黄橙色を呈し、

外面に叩き痕が残る土師器甕である。119はヘラ切り離しの土師器杯である。SC17は底面の東側が深くな

る。SC18はSC19を切る。中から117の明赤褐色を呈する土師器甕が出土。SC19は平面プランのかなり入

り組んだ不整形の土坑であり、SC18に 切られている。遺構内堆積土は 3層に細分できるが、このうち遺

物は上層 (①層)と中層 (②層)上部から出土しており、遺構底である最下部からは一部が炭化した樹木

が多数みつかった。アカガシ亜属と同定されたその炭化材は、放射性炭素年代測定の結果、1530± 40年

BP(lσ の暦年代でAD460～ 480,520～ 580年)と いう数値が得られたことから、古墳時代にできた自
然のくば地に土師器甕と須恵器杯などが投棄された可能性もある。121～ 124は浅黄橙色を呈するヘラ切り

離しの土師器杯である。125は土師器甕で、浅黄橙色を呈し、胎土には粗い砂粒を多く含む。一見、弥生

時代後期の土器胎土の雰囲気をもつ。胴部外面には縦方向のハケメが顕著であり、頚部に横方向の沈線が

めぐる。内面はケズリによって、胴下半の器壁は薄く整形される。126は須恵器杯で回縁部は灰色を呈す

るが、それ以外は明黄褐色を呈する。割れ面には縞状の流文が観察され、底部と体部に不連続がみられる

ことから、円盤状の底部に体部を付けて成形したものと考えられる。SC20は SC19の南側に隣接しており、

平面プランは不整形である。SC22は 中世の溝状遺構SDlに切られる。SC24は きわめて浅い。SC26は底面

の中央部が一段深くなる。橙色を呈する土師器杯 (132)が出土した。

焼土坑 (図30)

S Nlは、H-5区の霧島御池軽石上面で検出したもので、南北約 lm、 東西約0。8mの範囲に焼土とそ
の 2次堆積土が分布していた (図30)。 焼土の深さは約30cmで、上部には炭化材 (ア カガシ亜属と同定。

放射性炭素年代測定の結果 :1230± 60年BP lσ :cal AD700～ 880年)がはまり込んでいた。南側の

底面は被熱のためか、非常にかたくしまっていた。炉跡と考えられるが、土器やその他の遺物の出土はな

く、詳細な機能については不明である。

掘立柱建物跡 (図 32～ 36)

掘立柱建物跡は合計15棟を確認した。詳細な計測値は表 1の とおりである。建物の主軸は南北方向 4棟

(SB 4 ・SB 6 0 SB120 SB15)、  東西方向11棟 (SB1 0SB2 ・SB 3 ・SB5 0SB7 0SB8 0SB9 ・SB

10 0 SBll・ SB13・ SB14)である。主軸方位に関しては、前者がN-44° ―Wと なるSB 4を 除くと、す

べてN-2～ 15° 一Eの範囲であり、後者はN-68～ 111° ―Eの範囲に収まる (図35右下)。 平面プラン
でみると、 3間×2間を基調とするもの (SB10SB 2 esB 3・ SB 4 0SB15)、 2間×2間を基調とする

もの (SB5 0SB7・ SB13)、 2間 × 1間を基調とするもの (SB 6・ SB 9 0SB14)、  1間× 1間を基調

とするもの (SB 8 0 SBl10 SB12)と いう具合におおまかに 4つ のグループに分類できる。このうち、

庇がつくのはSB 2と SB 3であり、総柱となるのはSB 5と SB 7である。身舎の柱穴規模をみると、柱穴

径90cm前後の大きめのSB1 0SB2、 50cm前後のSB15 0、 40cm前後のSB3 0SB4・ SB 8 0SB10、 30cm

前後のSB 5 0SB6 0SB7 0SB 9 0SB13、 20cm前後のSBll・ SB12 0 SB14の 5つ のグループに分かれる。

以下、主要な建物跡について詳述したあとで、その他の建物跡についても簡単に触れる。

SBlは主軸をE-1° ―Sに とる。桁行3間 (約7.8m)、 梁間2間 (約4.64m)で、柱間寸法は桁行が2.6
m(8.6尺 )、 梁行が2.32m(7.7尺 )である (図 32)。 面積は36.19ど である。身舎柱穴の掘形はほぼ円形で

あり、直径は98～80cnlで、深さは66～30cmで ある。柱痕跡が明瞭なものとはっきりしないものがあり、前
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① :黒掲色砂質シルト土 (黄色軽石含む)

´ど■__② :黄色軽石=霧島御池軽石
③ :暗褐色砂質シルト土 (黄色軽石含む)

④ :黒掲色砂質ンルト土 (灰を含む)

⑤ :黄色軽石=霧島御l池軽石

⑥ :黒褐色砂質シルト土 (軟質)

⑦ :にぶい黄橙色シルト土=焼灰

③ :黒 183色 シルト上

軽石 ⑨

SC1 9

14711n

① :黒掲色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)

147 8m  SC1 8

SC21

148m

簸

1478m

①

④

① :黒掲色微砂質シルト土 (黄色軽石含む)

② :黄灰色弱粘質シルト土

①:黒褐色微砂質シルト上 (黄色軽石含む)   ③:灰黄褐色粘質シルト上

o      1      2      3      4m

黒褐色 シル ト上 (黄 色軽石含む)、 ② :暗赤灰色～黒褐色弱 luE質 シ
ル ト土 (黄色軽石少量含む)、 ③ :黒色粘質 シル ト土

黒色弱粘質シル ト上 (黄色軽石含む)か たくしまる

自SC20                    曽

J ①    型i9m
-148nl

図29 平安時代の遺構 (竪穴状遺構と土坑)

―
プ

日

SC18

―-148m

◎ :黒色粘質シルト土 (焼灰が薄くはさま

炭化材 (ア カガシ亜属 )

礼
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SC27
SC26

ノ′

由

① ② 1478m ④

① :黒掲色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)

② :黒褐色弱粘質シルト■ (黄色軽石多く含む)

③ :黒色シルト土 (黄色軽石含む)

① :に ごった霧島御池軽石

⑤ :御池軽石+黒褐色弱粘質シルト土④

① :黒色弱粘質シルト土 (白色軽石少量含む)

② :黒色弱粘質シルト土 (白色軽石含む)

③ :黒色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)かたくしまる

④ :に ごった霧島御池軽石+黒褐色シルト土酸化鉄沈着

SC22・ 26・ 27=1‰0

1        2 4m
l   ___l

SNlの上層註記
① :黒褐色砂質シルト土 (黄色軽石含む)

② :①十黄褐色砂質シルト土

③ :黄色軽石=霧島御池軽石

① :黄褐色砂質シルト土 (黄色軽石含む)=焼土
⑥ :褐色砂質シルト土 (黄色軽石含む)=焼上
⑥ :黒褐色砂質シルト土 非常にかたくしまる

o                                    2・ nl

図30 平安時代の遺構 (土坑と焼土坑)

者の断面を観察すると、柱痕跡の上部がひろがっており、柱が抜き取られた可能性がある。柱の径は約20

clllで ある。柱穴P8の柱痕跡周囲の埋上は霧島御池軽石粒と黒色土を交互に入れて叩き締められている。

133～ 142は柱穴内から出土した土器である。浅黄橙色を呈する133が柱穴P8の底面でみつかったが、他

はピットの埋上の比較的上部から出上した。133～ 137は土師器杯で、138は充実高台が付く土師器椀の可

能性がある。139～ 141は橙色を呈し、セキエイなどの粗い砂粒を含む土師器甕であり、外面にはススが付

着している。140に は縦方向のハケメ、141に は縦方向のち横方向のハケメが施されている。142は古墳時

代の須恵器である。

SB2は主軸をE-6° 一Sに とる。身舎の規模は桁行 3間 (約6.87m)梁間 2 FHD(約 4.59m)で、四面
に庇が付き、庇を含む桁行と梁行はそれぞれ、10.2mと 8.621rlで ある。柱間寸法は桁行、梁行ともに2.29

m(7.5尺 )である (図 33)。 身舎だけの面積は31.53ぽ と、SB lよ りも小さいが、庇の部分を合わせると

87.92ぽであり、最大規模の建物となる。柱穴Pllと 柱穴P13の間にもピットがあり (柱穴P12)床東柱の

柱穴と考えられる。身舎柱穴の掘形はほぼ円形であり、直径は70～ 90clllで、深さは75～ 30clllで ある。断面

を観察すると、建替えの痕跡の認められるものがある。庇の柱穴の掘形もほぼ円形であり、直径は50～30

cnlで、深さは30～ 15clllで ある。柱穴P7は掘り方の上面が楕円形、底面はひょうたん形を呈し、建替えが

想定される。また、西側の段は抜き取りによるものと考えられる。柱の径は約25clllで ある。柱痕跡周囲の

埋土は一部が固くしまるものもあるが全体的に比較的ルーズである。143～ 145は柱穴から出土した。143

は柱穴P7埋上の下層 。上層から割れた状態で出土しており、接合して回縁部から底部まで復元できた。

口径12.8clll、 底径5.8clll、 器高4.4cnl。 橙色を呈じ、底部から体部へは丸く立ち上がる。145も 同埋土の上層

から出土した。底径5.6clllで あるが、回縁部を欠いており、橙色を呈している。いずれも表面にスス状の

①:暗掲色粘質シルト土
②:黒色シルト上 (黄色軽石含む)
③:暗褐色粘質シルト土
(黄 色軽石・ ヨシ属葉片多 く含む)
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図31 平安時代の竪穴状遺構 (SA3)と土坑出土土器

炭化物が付着しており、意図的に火にくべられていた可能性がある。

SB3は主軸をN-13° ―Eに とる。身舎の規模は、桁行 3間 (約 5。 48m、 柱間1.82m)、 梁間 2間 (約

3.83m、 柱間1.92m)で、南側と東側の2面に庇が付き、庇を含む桁行と梁行はそれぞれ、 7mと 5。34mで

ある。柱間寸法は桁行が1.82m(6尺)、 梁行が1.92m(6.3尺 )で ある (図 32)。 身舎だけの面積は20。 99

ぽで、庇部分まで含めた面積は37.3ピである。柱穴の掘形はほぼ円形であるが、一部不整形なものも認め

られた。身舎柱穴の直径は45～ 35cm、 深さは45～15cmであり、柱痕跡から推定される柱径は約16cmである。

庇柱穴の直径は45～ 35cm、 深さは45～20cmである。146～ 155は柱穴から出土した土器である。146～151は

ヘラ切り離しの土師器杯である。146は橙色、147は灰白色を呈し、体部が丸みをもつ。149は体部外面が

灰色を呈し、底面は丁寧に調整されている。152は にぶい橙色を呈する円盤高台椀で、153は黒色土器
の椀。

154は赤褐色を呈する土師器椀の回縁部と思われる。155は橙色を呈する土師器甕である。

表 1 平安時代掘立柱建物跡一覧表

遺構番号 間数 庇 方向
桁 (m) 梁 (m)

方位
面積 (r)

実長 実長 (庇含) 柱 間 実長 翼長 (庇含 柱間 身舎 庇 総面積

SBl 3× 2 東西 2.60 N-91° ―E

SB2 3× 2 四面庇 東西 229 862 N-96° ―E

SB3 3× 2 二面庇 東西 N-103° ―E 3738

3× 2 南北 220 N-44° 一W 2270

SB5 2× 2 総柱 東 西 N-68° ―E

SB6 2× 1 南北 272 2.72 N-2° ―E

SB7 2× 2 総柱 東西 N-89° ―E

SB8 東西 352 N-69° ―E

SB9 2× 1 東西 N-111° ―E 652 652

1× 1? 東 西 ? 277 277 N-79° 一E

東 西 N-109° 一E

SB12 1× 1 南北 N-15° ―E

SB13 東西 N-1119-E
2× 1 東西 N-78° ―E

SB15 3× 2 南北 N-11° 一E
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① :暗オリープ色シルト土 (近代のカクラン)
② :灰褐色粘土 かたくしまる
③ :灰黄褐色粘質シルト土 軟質
④ :暗赤掲色粘質シルト土 (黄色軽石含む)軟質
⑤ :灰褐色弱粘質シルト土 (黄色軽石・褐色シルトプロック含む)

⑥ :黒掲色砂質シルト土 (黄色軽石含む)軟質
⑦ :黒褐色微砂質シルト土 (黄色軽石含む)
③ :黄色軽石=霧島御池軽石 かたくしまる
◎ :に ごった霧島御池軽石 かたくしまる
⑤ :黒褐色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)かたくしまる

1477m

① :黒褐色砂質シルト土 (黄色軽石多く含む)かたくしまる
⑫ :黒褐色砂質シルト土 (黄色軽石・灰白色化した霧島御l池軽石プロック含む)
⑬ :掲灰色粘質シルト土 (黄色軽石含む)
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① :褐灰色弱粘質シルト土酸化鉄沈着

② :黒褐色弱llll質 シルト上 (責色軽石含む)

③ :黒掲色粘質シルト■ (黄色軽石含む)

④ :暗褐色弱粘質シルト土

鴫m⑤‖』稽量議暮3育111妻と違暑多く合わ
⑥ :1音灰黄色砂質シルト土 (黄色軽石多く含む)

図32 平安時代の掘立柱建物跡 (1)
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SB2

① :黒褐色粘質シルト土

② :黒掲色弱粘質シルト土(黄色軽石含む)

③ :黒掲色弱粘質シルト土(黄色軽石含む)ルーズで軟質

④ :黒 1目色弱粘質シルト土(黄色軽石含む)ルーズで軟質

⑤ :黒掲色弱粘質シルト上十霧島御池軽石プロック

⑥:黒掲色弱粘質シルト土(黄色軽石含む)かたくしまる
⑦:黄色軽石=霧島御1池軽石
③:黄色軽石 ルーズでくずれやすい
③:黄色軽石 かたくしまる
⑩:灰白色化した霧島御池軽石
⑪ :灰白色化した霧島御池軽石 ルーズでくずれやすい
⑫ :暗褐色砂質シルト土 (黄色軽石含む)かたくしまる

⑬ :に ごった (褐濁)霧島御ツ也軽石
⑪ :に ごった (・ FJ濁 )霧島御池軽石 かたくしまる
⑮ :黒掲色弱型i質シルト土 (黄色軽石多く含む)

⑬ :黒色粘質シルト土 (黄色l」K石含む)
171:黒色粘質シルト土
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図33 平安時代の掘立柱建物跡 (2)

SB 5と SB 7は 2間× 2間の総柱建物と想定される (図 34)。 いずれも平面プランはいびつであり、規

模も似通っている。SB 6は 2間× 1間とみられるが、西辺の中間の柱穴を欠いている (図35)。 SB 9は

2間× 1間のプランを想定したが、東側の柱穴配置がゆがんでおり、あるいは西側半分のみの 1間 × 1間

プランとした方がよいかもしれない (図 35)。 SB 8 0 SB100 SBl10 SB12は 1間×1間の平面プランであ

り、中でも、四面庇のSB 2の南側に位置するSBllと SB12は同じような規模の建物跡である (図35)。 桁

行 3間×梁間 2間を想定しているSB15はその南側にも一回り小さい柱穴群が展開しており、規模が大き

器|
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図34 平安時代の掘立柱建物跡 (3)
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158～ 164:そ の他のピット

142=古墳時代の須恵器

卜出土土器

くなることも考えられるが、時期の異なる建物跡が重なっている可能性もある (図 34)。 SB 4 0 SB13・ S

B14は平面プランがいびつであり、柱穴の形態・規模や柱間距離にもばらつきがある。SB 4は主軸方向

が他と著しく異なる。桁行 3間×梁間 2間と想定される。柱穴の掘形はほぼ円形であるが、一部不整形な

ものも認められた (図 34)。 156・ 157は SB13の柱穴から出土した土器である。156は浅黄橙色を呈する土

師器杯である。157は回唇部が丸く膨らむ黒色土器である。

158～164は掘立柱建物跡としてはまとめることができなかったピットから出土した。158～ 162は土師器

杯であり、いずれも底部切り離しはヘラ切りである。158は浅黄橙色を呈し、見込みにはS字状の亀裂が

入る。163は浅黄橙色を呈する土師器椀である。164は暗褐色の土師器甕である。

②遺 物
土師器 。黒色土器

165～302は土師器 0黒色土器である。以下、器種ごとに説明する。165～ 196は底部が単純な平底となる

土師器杯である (図37)。 底部の切り離し技法はいずれもヘラ切り離しであり、その痕跡が明瞭なものと

後でナデ消すものがある。色調は橙～浅黄橙色を呈するものが過半数を占め、灰白色を呈するものがいく

つかみられる (16701850186・ 188018901920193)が、浅黄橙色を呈するものには灰白色かかるもの

も多いため、厳密な区分はむずかしい。底径に注目すると、165は 7.3cmと一番大きく、169～ 175・ 178は

6.2～ 5.6cm、 17601770180～ 186は 5.3～ 5 cm、 185～ 196は 4.8～4.6cmの 4グループほどに分けることがで

きる。なお、灰白色を呈するものは、底径が4.8～4.6cmと 5 cmを下まわるものばかりである。165は浅黄

橙色を呈し、比較的硬質で胎土に粗い砂粒が目立つ。体部がやや遮、くらみ、口縁部は外反する。16901710

1770181～ 183・ 187・ 1880191～ 194に は、底部切り離しの際の技法的な特徴として、体部下端にヘラ切

りの回転と同じ方向のヘラケズリ状となるらせん状面取りが認められ、切り離し後に底部からはみ出た粘

土がその痕跡の上にかぶる例があることから、切り離し後の調整の意味合いを持つヘラケズリではないと

49

10cm

※ 1点破線は、切り離しの際の面取りを示す。
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判断できる。176017901860189は 体部外面と内面に、1850190

＼
＼

ギ
2

が付着している。

203～ 205は切り離す際に底面を薄く円盤状に切り残す技法的特徴をもつ (図 38)。 完形に復元できる資

料がないが、土師器杯と想定している。203は浅黄橙色を呈し、205は橙色を呈する。204は灰白色を呈し、

底部は粘土紐を巻いて形作った痕跡があり、底面に板状圧痕がみられる。

197～2020206～ 229は土師器の円盤高台椀である (図 38)。 底部の切り離し技法はヘラ切りであると考

えられるが、その後にナデ調整しているものも多い。201は底面に板状圧痕がみられ、206と 208の底面に

はハケメ?工具よる調整痕が認められる。色調は体部が丸みをもつ221が灰白色である他は、橙～浅黄橙

色を呈するものが多いようである。197～ 202・ 20602080229は底部下端が弱く張り出す形態をなし、209

～228は底部外端が強く張り出すタイプである。底径に注目すると、20902100212は 8～ 7.5cm、 197～ 199・

211・ 213～ 216・ 221は 7.3～ 6.6cnl、 200～ 2080217～ 2200222～ 228は 6.4～5.7cmの 3つのグループに分け

ることができる。229は全体に摩滅が著しいが、底径5.4cmと 最小であり、底部の厚みも2.5cmと最も厚く

重量感があり、他と異なる印象を受ける。内面には黒褐色の炭化物 ?の付着が認められる。207は底部が

柱状をなし、赤褐色を呈する。緻密で重量感のある土器で、底面にS字状の亀裂が入る。2100213は体部

外面に、228は底部外面にスス状の炭化物が付着している。
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230～ 246は土師器の高台付椀である (図 39)。 高台の端部がやや角ばっている233・ 234を除くと、他は

丸みをもつ。また、高台の長さは1.5～ l cmが一般的であるが、2380245は 2 cmを超える。色調は23002310

233～ 239は浅黄～浅黄橙色、23202400241・ 243～ 247はおおむね橙色を呈する。242は赤褐色を呈し、胎

土にはウンモを含んでおり他と異なる。230は口縁部内面にスス状の炭化物が付着している。231の内面は

回転ナデの後に丁寧な調整が施されている。232は体部が肥厚して外面に稜をもつ。杯の可能性もある。

233は内面に黒色の炭化物の付着がみられるが、 ミガキはなく黒色土器とは異なる。235は外面にスス状の

炭化物の付着が認められる。239～ 241は高台内 (底面)に高台貼り付け前につけられたと思われる放射状

の調整痕がみられる。246は貼り付け高台と体部の境に段がある。外面にはスス状の炭化物が付着してい

る。235・ 243の高台内底面にはS字状の亀裂が入る。

248～ 2790281～ 285は黒色土器Aである (図39)。 器内面に炭素を吸着させた後、ミガキを施しており、

基本的には横方向のミガキが主体であるが、横方向のミガキ後に器内面の下部に縦方向のミガキを加える

ものもある (256・ 276・ 281)。 外面の色調は灰白色を呈する279以外は、おおむね浅黄橙～橙色を呈する。

底部形態には高台付椀 (248～ 2550262～279)と 円盤高台椀 (2810282)の 2つ のタイプがある。回縁～

体部のみの256～ 259に は高台がつくものと思われる。256は灰色を呈する外面に部分的にミガキが観察さ
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図39 平安時代の土師器 (3)

れ、黒色土器B(両黒土師器)の可能性もある。260は器壁が比較的厚く体部下半は丸みを帯びており、

底部形態は不明である。2590260の外面にはスス状の炭化物が付着している。261の底部は円盤高台が想

定される。26202630264は高台端部が角ばっているが、他はおおむね丸みを帯びており、先端が尖って、

三角形を呈するものが少量ある (2780279)。 264の高台内底面にはS字状の亀裂が入る。267は高台内底

面にスス状の炭化物が付着している。275は高台内底面に「 +」 とみえる焼成後の線刻が施されている。
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図40 平安時代の土師器 (4)

276は体部外面にスス状の炭化物が付着し、体部下半には横方向のミガキが施される。277は高台と体部の

境に段があり、外面の高台貼り付けの痕跡が明瞭である。

28002840285は丹塗土師器 (いわゆる内赤土師器)である (図 39)。 先に述べた黒色土器と同じく、高

台付椀 (280)と 円盤高台椀 (2840285)の 2者がある。2800284は浅黄橙色を呈し、285は橙色を呈する。

本来は内器面全体に赤色顔料が塗布されたあとにミガキが施されたと思われるが、2840285は赤色顔料の

大半が剥落している。

286～ 302は土師器甕である (図40)。 いずれも胎土には粗い砂粒を含み、胴部上半の外面にはスス状の

炭化物が付着する。回径は図上で復元可能なものをみると、30cnl前後のもの (2890292～ 297)、 24cmく ら

いのもの (298)、 15～ 10cnlの小型 (301・ 302)と いう具合に3つ のグループに分けられる。色調はにぶい

褐色やにぶい橙色を呈するものがほとんどであるが、286は明赤褐色を呈し、器面調整も他の最終調整が

ナデ主体であるのに対し、胴部外面と口縁部内面に横位のハケメ調整が顕著である。また、287・ 288は褐

灰色を呈し、口唇部の断面形態も面取りされ平坦となっており、口唇部が丸くなる他と比べて異質である。

内器面のケズリは縦方向 (286・ 288)、 横方向 (287・ 2890292029402970301)、 斜め方向 (29002910

293029502960298029903000302)の 3つの手法がある。

須恵器 (図41)

303～ 328は須恵器である。色調は灰～青灰色を呈するものが多いが、3130315031803220326・ 327な

どのように褐～赤褐色を呈するものもある。303～ 308は杯である。303は灰白色を呈し、胎土には黒色
。

白色の粒子を含む。304は灰色を呈し、胎土は比較的精良である。305は灰色を最し、胎土に黒色粒子を含
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図41 平安時代の須恵器

む。306は灰色を呈し、胎土に黒色 0白色の粒子を含む。底部を欠いているが、器高は比較的高
いものと

思われる。307は灰オリーブ色を呈し、胎土に黒色・白色の粒子を含む。308は焼成良好で硬質である。一

部灰色を呈するが、器肉は灰黄褐色を基調とし、底部の切り離しや器面調整を考慮すると、土師器
に含め

るべきであろう。309は椀の高台部分と思われる。灰白色を呈し、胎土には黒色・白色粒子が目立
つ。310

は青灰色を呈する。小杯と思われる。311は灰色を呈し、胎土に白色粒子を含む。小皿と思われる。312・

314031503170326は 甕である。312は黄灰色を呈する。314は灰色を呈し、外面が格子目叩き、内面が円

弧叩きである。315は褐色を呈する。317は灰色を呈し、口縁部外面に板状工具によるとみられる刺突があ

る。326はにぶい橙色を呈し、胎土に粗い砂粒を含む。外面は平行叩きで、内面は同心円叩きである。320

は複合口縁タイプの大甕と考えられ、灰色を呈し、頚部の器壁は厚い。3130323～ 325は単純に外反する

口縁の壺である。313は褐色を呈し、自然釉がかかる。外面は平行叩き、内面は円弧叩きである。323～ 325

ヽ
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o            10cm

」-4区 V層

15区 V層

H-9区 V層、G-9区 V層

320

K-6区 V層

一-54-―



C-8区 V層 H-5区 V層F-16区

I-8区 Ⅳ～V層

″
348

J-6区 V層

I-7区 Ⅳ～ V層

|

:G-9区 ピット

餞レ′
 332 333

333

|

I-5区 V層

化炉

I-5区 V層

６

グ
／

　

　

ｍ
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ．

ヽ

10cm

図42 平安時代の墨書土器他

渕
357

H鯰

I-5区 V層
′′

3360338・ 340・ 346・ 356・ 361 : S D12

360:SA4(中 世の竪穴状遺構)

33203440358・ 3600361=黒色土器

G-9区

I-4区

15区 V層

K-8区 V層 C-7区 V層
鱚ノ4

344

18区 Ⅳ～V層

η

361の み線刻

I-5区 V層

」-4区

49

―-55-―

※ 1点破線は、切り離しの際の面取りを示す。



336.340,356

338′ 361

写真 4 墨書土器・線刻土器

―-56-―

337′339,344′ 351,359



は灰色を呈し、胎土も共通することから同一個体と考えられる。外面は格子目叩きであるが、内面のあて

具は先端が櫛状となる特殊な形態のものである。316・ 319は複合回縁タイプの瓶形長胴壺で、318は同タ

イプの底部と思われる。褐色を呈し、胎土に糧い砂粒を含み、自然釉がかかる。319の表面は暗灰色を呈

するが、器肉は暗赤褐色である。外面は格子目叩き、内面には表面がでこぼこした凸状のあて具の痕跡が

みられる。回縁部や肩部の外面に白濁した自然釉がかかり、胴部には耳状の把手が貼り付けられている。

おそらく一対であろう。胎土には粗い砂粒を含む。321は壺の底部である。灰色を呈し、胴部下端には暗

赤褐色をした須恵器片が溶着している。322は褐色を呈している。壺の底部か。327・ 328は長頚壺か。328

は灰色を呈し、肩部が明確な稜をもって屈曲する。327の胎土は 5 mm程度の粗い砂粒を多く含み、練土風

である。外面は赤褐色で内面は暗灰黄色を呈し、肩部に三角突帯をめぐらす。

墨書土器 。線刻土器 (図42)

墨書土器は破片も含めて32点を確認した。土師器や黒色土器に記載されている。解読できるものは、大

半が吉祥文字であり、記載位置は底部外面が 1点だけ (334)で、他は体部外面である。

329は F-16区の浅い谷の草本質泥炭層からヨシ属の葉片がからまった状態で出土した。杯で、橙色を

呈じ、焼成は比較的硬質である。体部外面に渦巻きを 3周 した後に大きくカーブを描きながら口縁部まで

筆を運んでいる。呪術的な文様であろうか。底部はヘラ切り離しの痕跡がllB瞭である。

330は椀か。橙色を呈し、部分的に灰色かかり、焼成は硬質である。器内面の調整は丁寧である。体部

外面に横倒しの墨書 (「長」力あるいは「衣」力)あ り。331は杯で、浅黄橙色を呈し、体部外面に「財」

の墨書あり。体部下端に底部ヘラ切り離しの際についたらせん状面取りが認められる。332は黒色土器で、

外面は浅黄橙色を呈し、体部外面に墨書 (「原」力)あ り。333は土師器杯で、灰白色を呈し、体部外面に

墨書 (「可」力)あ り。334は杯で、浅黄橙色を呈し、底部に墨書 (「□」…「身」の可能性あり)あ り。

335～ 340は体部外面に「永」の墨書が判読できるものである。335は杯で、浅黄橙色を呈する。底面には

ヘラ切り離し後の板状圧痕がみられ、内面見込みにはナデ調整がみられる。336は椀か。浅黄橙色を呈す

る。337は浅黄橙色を呈し、内面は丁寧な調整である。338は杯で、浅黄橙色を最する。339は杯で、浅黄

橙色を呈する。体部下端に底部ヘラ切り離しの際についたらせん状面取りがある。340は高杯で、淡橙色

を呈する。杯部の底を円盤状に残して切り離した後に脚台を貼り付けている。

341～ 347は体部外面に墨書 (「永」力)のみられる土器である。341は椀か。浅黄橙色を是する。342は

杯で、灰黄色を呈する。343は杯で、浅黄橙色を呈する。3420343と もに体部下端に底部ヘラ切り離しの

際についたらせん状面取りがある。344は黒色土器Aで、外面は灰白色を呈する。345は浅黄橙色を呈する。

346は橙色を呈し、張り出し状の円盤高台をもつ土師器椀である。347は杯で、浅黄橙色を呈し、底面には

ヘラ切り離し後の板状圧痕がみられ、内面見込みにはナデ調整がみられる。

348～ 360は判読不可能な墨書土師器である。348は淡黄色を呈する。349は浅黄橙色を呈する。350は浅

黄橙色を呈する。351は椀か。橙色を呈する。352はヘラ切り離しの杯で、浅黄橙色を呈する。353は灰白

色を呈する。354は浅黄橙色を呈する。355は浅黄橙色を呈する。356は杯で、体部下端に底部ヘラ切り離

しの際についたらせん状面取りがある。357は杯で、浅黄橙色を呈する。358は黒色土器A。 外面は浅黄橙

色を呈する。359は にぶい橙色を呈する。360は中世の竪穴状遺構SA 4の上層出±。黒色土器Aで、外面

は浅黄橙色を呈する。高台は丸みを帯び、貼り付けの痕跡が明瞭である。体部に稚拙な墨書がみられる。

361は黒色土器であるが、外面にも横方向のミガキが施される。体部中位に「×」
②「へ」とみえる焼成

後の線刻が施される。橙色を呈する。

貿易陶磁器・国産施釉陶器 (図43)

362～ 366は越州窯系青磁椀である。362は越州窯系青磁椀 I類で、胎土は精良な灰白色である。釉は灰

色かかった緑黄色を是し、全面施釉で畳付の端部のみ釉を削っている。底部の内外面に重ね焼きの目跡が

ある。363は越州窯系青磁椀Ⅱ類で、胎土は黒色粒子を含む暗灰色であり、化粧土が施されている。釉は

体部下半まで。灰色かかった緑黄色を呈する。円盤高台状を呈する底部の内外面に重ね焼きの目跡がある。
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364の胎土は黒色粒子を含む灰白色であり、釉は淡緑黄色を呈し、体部下半まで。内面に重ね焼きの目跡

がある。365の胎土は暗灰白色で、釉は淡緑色を呈する。366の胎土は黄色味かかる灰白色で、釉は灰色か

かる暗黄緑色を呈する。

367は白磁椀 I類で、胎土は黒色細粒子を含む白色で、釉は黄白色を呈する。高台内は無釉である。

368～ 375は緑釉陶器である。368は胎土が自っぽく、釉は暗緑黄色を呈する。篠窯の量の可能性あり。

369の胎土は白色粒子を含む灰色で、釉は暗緑色を呈する。底部は削り出しの円盤状高台で、底面には圏

線が施され、蛇の目風となっている。内面見込みは使用 ?に よって釉が剥がれ、ツルツルしている。370

は稜杯である。胎土は白色粒子を含む灰色で、釉は褐灰色を呈する。高台内は部分施釉で、削りによる輪

高台である。371の胎土は白色粒子を含む灰色で、釉は暗褐灰色を最する。372の胎土は褐灰色で、釉は緑

かかった淡緑色を呈する。373の胎土は灰白色で、釉は淡緑色を呈する。369～ 373は京都産の可能性があ

る。374の胎土は灰色で、釉は淡緑色を呈する。高台は角高台である。375の胎土は軟質で灰褐色を呈し、

釉は黄色かかった淡緑色である。374と 375は防長産の可能性がある。

376は灰釉陶器の長頚壺である。10」 -5区 OGoH-8区 の各地点のV層から散乱した状態で出土 (S
D12か らも破片出土)し た。底部を除くと破片ばかりのため、接合復元はできないが、図上復元を試みた。

胎土は白色粒子を含む灰白色で、器表面は灰黄色を呈し、調整はケズリ後丁寧なナデである。肩部 0胴部

上半の外面と底部の内面には部分的に灰緑色の釉がかかり、胴部外面下半に釉が流下したようすが観察さ

れる。底部には貼り付けによってやや幅広の高台が付いている。猿投窯の 9世紀前半代の可能性がある。

その他の土器 螢土製品 (図44)

377は土師器の高台付耳皿である。全体的に自っぽく灰白色を呈し、底面には亀裂が入る。378は土師器

の脚付き皿と思われる。脚部は皿の体部に穴をあけて突っ込んだ後、ナデつけて整形している。にぶい橙

色を呈する。胎土にはキラキラ光る細かい粒子が認められるので、搬入品の可能性がある。

379～ 381は土師器の杯や椀の底部を打ちかいて、中心部に 2次的に穿孔したもので、紡錘車と考えられ

る。379は浅黄橙色を呈する。38.9g。 380は半分を欠損しており、ススの付着が認められる。にぶい黄橙

色を最する。30.7g。 381は橙色を呈する椀である。高台の一部分を残し、穿孔と周縁部の研磨も中途半

端であるから、未製品の可能性がある。61.lg。 382～ 384は土錘である。382は灰白色を呈する。22.7g。

383は橙色を呈する。20。 lg。 384は大半を欠損する。浅黄橙色を呈する。3.7g。

385～390はいわゆる布痕土器 (固形塩生産用の焼塩土器)である。色調は、おおむね橙～赤褐色を呈し、

布日の粗いもの (385～387)と細かいもの (388～ 390)と がある。外面はいずれも糧い調整で、指オサエ

の痕跡が顕著である。口唇部内面が尖って回縁部断面は三角形をなす。386以外の器壁の厚さは l clllを超

えており、小田和利分類のⅢ類dにあたる。

石器 石製品 (図44)

391～ 393は砥石である。391は淡黄色、392は灰色のリソイダイト製 (無斑晶流紋岩)で、393は灰色を

呈する細 。中粒砂岩製である。いずれも4面を使用しており、391と 392には刃物を研いだ際の筋状の痕跡

が″みらオλる。 391は 40.6g、 392は 101.4g、 393は 107.9g。

394～ 399は軽石加工品である。3940395・ 397は比較的丁寧に研磨されている。398は表面が粗いが、形

状が397に似ており、同類と考えられる。399は支脚の一部か。394は 54.5g、 395は 165.8g、 396は 92g、

397は 48.3g、  398は 43.5g、  399は88.6g。

402は H-8区 の包含層から出土した石製鉛具の丸覇で、半分を欠失している。亀囲博氏の丸輌 F類に
該当する。淡い緑色を呈する石材を加工しており、表面と側面はきわめて丁寧に研磨されている。裏面に

は研磨前の調整景J離痕が一部残る。潜り穴は縦平行に合計 3箇所が想定できる。8.2g。

鉄製品 (図44)

401は C-7区のピットから出土した工具か刀子である。両端を折損している。11.8g。 400は釘で、頭
部を欠損している。断面形は四角形を呈する。 3g。
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図43 平安時代の貿易陶磁器 。国産施釉陶器

木製品 (図45)

403～ 406・ 408は工具、407は農具、409は武器、4100411は容器である。

403～406は刀子柄と思われるが、茎孔が認められるのは403だ けである。403は柄頭と柄元を欠失してい

る。茎径は中心で0.7× 0。 2clllで ある。ユズリハ属。404と 406はいずれもアカメガシワ。405は ウルシ属。

407は I… 5区のSD12と 浅い谷の接続地点のV層から出土。鎌柄かあるいは鈍柄のような形状をなして

いるが、実用品ではないかもしれない。柄頭はあたかも刃部を意識しているかのように断面三角形をなし

ている。柄尻の腹面側はすべり止めのために末広がりとなる。長さ49.4clll。 ツバキ属。408は箆と思われ

るが、身と握りの境がはっきりとしない。身の先端は薄くなり、横位の加工痕がみられる。長さ14.3cm。

カヤ。

409は丸木弓で、先端を両側から削り込んで凸状の弼 (ゆはず=弓の両端に作り出された、弦を掛ける

ためのこしらえ)をつくりだす。下半部が折れており、現存長31.2clll(径 1.6～ 1。 3clll)であるが、比較的

小型のものであり、法弓等の儀式用として用いられた可能性がある。イヌガヤ。

410は I-6区 V層出土の挽物の皿で、内面の調整痕の凸部に黒色の漆が残存している。底部は円盤状
をなしている (底径 9 cm)。 横木取りの板目。クリ。

411は I-5区のSD12と 浅い谷の接続地点のV層から出±。円形曲物のうち、釘結合曲物に付く範 (た
が)の 1部 と思われる。木目と直交する方向に切り目をあけ、樺皮紐で綴り合せてある。綴り合せは 2箇

所だが、 1列内 1段綴りと 1列内 1段綴りを 1本の樺皮でつないで綴じている。カヤ。

颯

J-5区 V層
H-8区 V層

H-8区 V層
G-7区 V層
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(5)中 世

①遺 構
溝状遺構

溝状遺構は10条を確認した (ただし、SD 4は B-3区で断面のみ確認)。 SD lは断面形が逆台形を呈
し、幅1.05m、 深さ0。 71nで ある。北西―南東方向に走行している。埋土は分層が可能で、A地区西ブロッ

クでは段状になるところもあることから、掘り直されたものと考えられる (図47)。 埋土から軽石礫や平

安時代の土師器などが出土しているが、V層上面から掘削されていることから、時期は中世と判断した。

SD 2(幅 2.5～ 1.2m、 深さ50cln)は霧島御池軽石層の上面が北に向かって急激に落ちていくラインに沿っ

て走行し、溝の立ち上がりや溝底は水流によってえぐられており、でこぼこしていた。C-2区付近で大
きく南へ曲がりSD 9に接続すると考えられる。SD 9(幅 lm、 深さ38cln)は調査区外の南西方向へとの

びる。それに平行するSD10(幅 45clll、 深さ 5 clll)も前後する時期のものと考えられる。SD 2と SD 9の

溝内にはシラスの2次堆積と思われるシルト、軽石混じりの砂、礫が交互に堆積しており、クロスラミナ

が認められることから、横市川の本流性の氾濫によって埋積されたとみられ、溝状遺構から溢れ出た砂が

より北側の水田跡と推定される谷地形を覆った状況も看取された (図 5)。 埋土からは平安時代の土師器

(416～418)や森田稔氏分類の第Ⅲ期第1段階 (13世紀代)の東播系須恵器の片口鉢 (415)が出土した他、

こぶし大の軽石もみられた。また、最下層の砂礫層中から土師器杯の完形品 (414)が 出土した。414は浅

黄橙色を呈し、回径16cm、 底径9.15clll、 器高4.lclll。 底部の切り離しは糸切り離しで板状圧痕がみられる。

器面には酸化鉄がこびりついていた。SD 3は断面形が逆台形状をなし、軽石混じりのシルト、砂礫が堆

積し、調査区域外の西側へとのびる。埋土から常滑焼の甕の破片、木戸雅寿氏分類のⅢ―c類 (14世紀前

半)に該当する滑石製石鍋、軽石加工品 (511)が出土した他、こぶし大の砂岩礫や軽石もみられた。SD

2 0SD9及びSD 3は水田に付設された用排水路と考えられる。SD 6(幅 60clll、 深さ13clll)は SD lと S

D3に切られており、全容は不明である。SD14(幅 80clll、 深さ23cln)は E-2区をほぼ南北に走行する。
SD15(幅 40cm、 深さ 8 cln)と SD16(幅 54clll、 深さ14clll)は C地区西ブロックの建物群の東佃1で検出され

／
〃
卦
下
―

A地区 西ブロック

C地区 西ブロック

11        12
1 ′

/1

13/
′

/  B地 区

SA=竪 穴状遺構
SB=掘 立柱建物跡
SC=土 坑
SD=溝 状遺構

図46 申世の遺構分布図

1 2 ′ 3 ′ 4

A地区 東ブロック

C地区 東ブロック

蟄詢√
/<〕

ごゝコ
一ヽノ十 t/ .晋  に 、

醸ンチ
 /(1∫乱ヽ:・贅顧D

―-62-―



○ SDl b ~14h
SD 6         SD 3

三塁筵塾墨募房R墨≦L盈

~147511a

-1475m

① :赤褐色砂質シルト上 (黄色軽石・砂礫含む)

② :褐灰色砂質シルト土 (黄色軽石含む)下部酸化鉄沈着

③ :暗赤灰色シルト土

④ :浅黄色砂

⑤ :13灰 色弱粘質シルト上 (黄色軽石含む)

⑥ :黄色軽石酸化鉄沈着① :灰オリーブ砂質シルト土

② :灰色砂質シルト土

③ :灰白色軽石=桜島文明軽石

④ :灰掲色シルト上 (白色軽石含む)

⑤ :暗掲色シルト土 (白色軽石含む)

⑥ :に ごった霧島御池軽石

⑦ :黒 7E.色弱粘質シルト (黄色軽石含む)

③ :基本土層V層

◎ :基本土層Ⅵ層
l10:霧 島御l池軽石層

―-147 7nl SD15

-抜 瑚 2m T   1482m

♀ ,1 [子 1     _l            Cnl

① :褐灰色FLl質 シルト土 (黄色軽石含む)一 ―一―一―

①:黒褐色弱粘質シルト上 上部に酸化鉄沈着
②:黒色弱粘質シルト■
③:黒掲色微砂質シルト土
(黄色lI石・ヨン属葉片含む)

④ :灰褐色弱粘質シルト土

(黄色t■K石・ ヨシ属葉片・昆虫片含む)

SC28=レ 60

1482111

|

ヨ
148 2nl

① :暗灰黄色シルト土

(黄色軽石含む)

②:浅黄色lor質土
③ :黒褐色微砂質シルト土

債 色軽石含む)  一
① :暗灰黄色弱粘質シルト土

(黄色軽石含む)

⑤ :黄灰色弱lu質 シルト土

① (V層 ) 448・ 449
② :暗褐色砂質シルト土 (燈色礫含む)

③ :暗灰色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)

④ :オ リープ黒色粘質シルト上 (黄色軽石含む)

⑤ :黒色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)

⑥ :霧島御池軽石

SC31

0Ⅸ
1482m

♀   ,   1   1   :   1   1   :   :Cm

⑥:黒色弱粘質シルト土 (黄色軽石含む)

日

旦

=―
一

―

―

一

―

一

③(Ⅳ層)/ 
① :灰黄褐色微砂質シルト土 (現耕作土)

SC29

_6(Ⅷ 層 )
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図47 中世の遺構
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鶉

B-2区

412:SDl
413:SD3
414～418:SD2(414は SD2最下層 )
419:SD16

412・ 4160417・ 4180419は 平安時代の上師器

0                     10cm 415=東播系須恵器
その他は土師器

図48 中世の溝状遺構出土遺物

た浅く不明瞭な溝状遺構である。

竪穴状遺構 (図47)

SA 4は南北約 3mO東西約2.85mの いびつな方形プランで、深さは約23cmで ある。南端コーナーに出

入り回と思われる幅76cmの張り出しがある。柱穴は周壁ラインに沿って 8基を検出したが、やや規則性に

欠ける。北側の床面に約40cm四方の範囲に微量の炭化物と灰の分布が認められた。覆土の上部から平安時

代の土師器杯 (422～ 425)と椀 (426～4280430)、 黒色土器 (3600429)、 鉄製品 (506)、 砥石 (494)、

円礫 (498)が出土しているが、少量の中世の土師器 (4200421)も混在していることと、覆土がⅣ層に

該当することから、中世の所産と考えられる。4200421は浅黄橙色を呈する軟質の土師器杯で、底部切り

離しは糸切り離しである。

土 坑 (図47)
土坑は 5基を確認した。B地区で検出したSC 2を除くと、他の平面プランはすべて円形である。SC28

はおおむね円形プランを呈し、直径約1.2m、 深さ約67cm。 埋土中層 (③層)か らは、敲石 (497)、 挽物

の椀 (514)、 部材 (515～ 519)、 炭化した棒状の木材と竹、削り屑などが出土した。部材の中には一部が

焼けて炭化したものもある。炭化材のうちの 1片を放射性炭素年代測定した結果、610± 40年BP(lσ :

cal AD1300～ 1400年)と いう数値が得られた。他に敲石 (497)と底部が糸切り離しの土師器片 (431～

433)も 出土した。最下層からは土器などの出土がみられなかったが、土壌中にヨシ属の葉片やコガネム

シ科の昆虫の羽などが含まれていた。4310432は浅黄橙色を呈する杯で、433は灰白色を呈する粉っぱい

胎土の軟質の小皿である。F・ G-5区で南北方向に並んで検出されたSC29 0 SC30 0 SC31は いずれも長

径が0.7～ 0。 85m、 深さは10cm前後であり、同じような規模である。埋土はⅣ層であるが、内部より出土

遺物はなかった。

掘立柱建物跡ピット列 (図50051)

認定できた掘立柱建物跡は、A地区西ブロックで 1棟、C地区西ブロックで 5棟と、西側に偏って分布

している。建物跡等の個別の計測値については、表 2の とおりである。建物の主軸はSB20だ けが南北棟

であり、他はすべて東西棟である。後者の主軸方向は、N-55° 一Eと なるSB21を 除くと、N-73～ 79°

―Eの狭い範囲に収まっている。このうち庇が付くのはSB18の 1棟だけであり、総面積は31.4どである。

ピット列としたものは、I-304区 にまたがって検出されたもので、周囲に建物跡を構成するようなピッ
トを検出することができなかった。

表 2 中世掘立柱建物跡等一覧表

遺構番号 間数 庇 方向
着子(m) 梁 (m)

方位
面積 (r)

実長 実長 (庇含 ) 柱 間 実長 実長 (庇含) 柱 Po3 身舎 庇 総面積

東西 3.77 N-73° ―E

東西 362 N-78° ―E

―面庇 東西 N-79° 一E 2508 632

3× 2 東西 535 370 N-76° 一W
SB20 南北 2.92 N-15° 一E 978

SB21 東西 2.92 N-55° 一E

ピット例 東 西 N-75° ―E
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図49 中世の遺構 (竪穴状遺構・土坑)出土土師器 429=黒色土器

杭 列

C地区東ブロックの浅い谷 (I・ 」-6区)では、Ⅳ層が急激に東へ傾斜しており、その落ちに対応し

て杭列が検出された。北側の 3本は比較的頑丈な丸杭であり、1.4～ 1.7m間隔で、 lm以上打ち込まれて

いる。それよりも南側のものはやはり丸杭であるが、枝をはらっただけのような加工が雑なものが多く、

東向きに倒れた状態で検出された。位置関係から浅い谷の谷頭部分を堰き止める機能も想定できるが、全

容が不明であり判然としない。

水田跡

A地区西ブロックとB地区の 2箇所の地点で水田跡が推定できた。A地区西ブロックの北縁部にあたる

B-203区 は霧島御池軽石層の上面が急傾斜して谷地形となっているが、先に述べた溝状遺構 (SD 2・
SD 9及びSD 3)と の関連とプラント・オパールの分析の結果によって水田跡を推定した。なお、12～ 13

世紀代と考えられる溝状遺構SD 2か ら溢れ出た洪水砂層によって覆われた水田面のかなり下層からもイ

ネが検出されるため、同地点の水田稲作は平安時代以前にさかのぼる可能性が高い。B地区では確認 トレ

ンチの断面から採取した土壌のプラント・オパール分析の結果、桜島文明軽石層の直下と平安時代包含層

の上部でイネが検出された。また、攪拌された桜島文明軽石層の残存範囲をおさえることで、同軽石降下

後の水田区画を推定した。

②遺 物
土師器 (図54)

434～ 450は土師器である。434だ けが底部の切り離しはヘラ切りで、他はすべて糸切り離しである。糸

切り離しに関しては、たいていの痕跡が一方にかたよった同心円状であるのに対し、435・ 447・ 450に は

同心円文がほとんど認められず、シワ状の粗い痕跡となる。434は J-6区の浅い谷のⅣ層から出土した。

底部にはヘラ切り後の工具痕が認められ、内面見込みの中心部が回転ナデによって尖っている。胎土は精

良で浅黄橙色を呈し、比較的硬質である。口径9。 2cm、 底径5。 6cm、 器高2.lcmで ある。435～450は 434よ り

も後出する土師器の杯と小皿である。いずれも軟質で摩滅も進んでいる。色調は4350436044504470450

が灰白色を呈するのに対し、437・ 438043904400441044204430444・ 446・ 4480449は淡黄色～にぶ

い黄橙色を呈している。胎土に赤色粒子が含まれるものがある (435～437・ 441～ 4430447・ 449)。 この

うち437043804470448は H-3区Ⅳ層でまとまって出土しており、一括廃棄の可能性がある。杯の回径
は435が 12.8cm、 237が 11.8cmで ある。小皿の回径は441が 7.4cm(442が 7.2cnlと 小ぶりであるが、他はおお

むね 8 cm前後 (7.8～ 8。4cnl)で あることから、これらはある程度限られた時期幅の資料と考えられる。

国産陶器 (図54)

451～457は東播系須恵器の片口鉢である。灰～灰白色を呈する。口縁部断面形が三角形になるもの (4510

4520454)と 口縁外面が少し垂れ下がるもの (453)がある。前者は森田稔氏分類の第Ⅲ期第1段階 (13世

紀代)、 後者が同期第2段階 (14世紀前半)に該当する。456の底部は糸切り離し。458～460は常滑焼の甕

である。灰褐～黄灰色を呈し、胎土に白色の粒子を含む。458の 回縁部は中野晴久氏の 6b型式 (13世紀

431～ 433:SC28
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図50 申世の堀立柱建物跡
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図51 中世の掘立柱建物跡とピット列

第 4四半期)にあたる。459は押印文がみられ、460は外面にヘラナデ痕が観察される。461～ 464は産地不

明の陶器である。4610462は回縁部の断面形が常滑焼の壺 0甕類に似るが、褐灰色を呈し胎土に白色の粒

子を含み、軟質な印象を受ける。内面の剥落も著しい。463は暗オリーブ灰色を呈する須恵質で、回縁の

内外面に自然釉がかかる。464は灰黄色を呈し軟質で、頚部には平行叩きが残る。4650466は瓦質土器で

あり、器肉は灰自色を呈するが、表面は灰黒色である。465は月同部から底部の外面にかけて格子目の叩き

が認められ、底面の内外は剥落が著しい。466は内面にカキメ状の調整痕がある。467～469は瀬戸焼の折

縁深皿である。器内外面に淡緑黄色の釉がかかり、底面のみ無釉である。胴部下端には重ね焼きの目跡が

ある。藤沢良祐氏の古瀬戸中期様式Ⅱ期 (14世紀前葉)にあたる。470は備前焼のすり鉢である。硬質で

器肉はにぶい赤褐色を呈し、器表面は灰色である。すり目は 5条で 1単位である。間壁忠彦氏のⅢ期 (13

世紀後半～14世紀前半)にあたる。

貿易陶磁器 (図54)

473～ 4750485～ 488は 白磁である。473は 白磁椀Ⅳ類で、釉は青味かかった自色を呈する。4740475は

同分類の白磁椀V類であり、475は底部の周縁の割れ面が人為的に打ち欠かれている。476～491は青磁で

ある。476は龍泉窯系青磁椀Ⅱ類の可能性がある。見込みに界線のような釉溜りがある。477～484は龍泉

窯系青磁椀Ⅱ類である。釉はオリーブ黄色を呈し、高台内に焼台痕のある480は Ⅱ一a類にあたり、他の

釉はオリーブ緑色を呈しており、Ⅱ―b類ないしⅡ―c類に該当する。491は龍泉窯系青磁盤Ⅲ類であり、

釉は明るい緑色を呈する。4890490は龍泉窯系青磁椀Ⅳ類である。489は釉が深い緑色を呈し、高台内に

蛇ノロ釉剥ぎが認められる。485～488は いわゆる国禿げの白磁と呼ばれ、白磁皿Ⅸ類にあたる。48研由は

白っぽく、他はくすんだ白色を呈する492・ 493は青花 (中国染付)である。492は端反り椀で、外面に草

花文が施される。493は碁笥底の皿で、見込みに花文、外面に芭蕉葉文が施される。

滑石製石鍋 (図 54)

471・ 472は滑石製石鍋である。471は木戸雅寿氏分類のⅢ一c類 (14世紀前半)にあたる。472は外面に

ススの付着が顕著である。木戸氏分類のⅢ一b類 (13世紀代)か。

土製品 (図 54)

5030504は管状土錘である。いずれも灰白色を呈する。503は短い紡錘形で、11.6g。 504は長軸が比較

的長くなる紡錘形である。14.6g。

石器 石製品 (図54056)

494～496は砥石である。494は中粒砂岩製で、表面に黒色の物質が付着している。370g。 495は浅黄橙

～淡黄色を呈するリソダイト (無斑晶流紋岩)製。実測図の上 0下の面以外はすべて使用しており、実測

図左面の下端には棒状のものを研いだと考えられる溝状のくばみがある他、倶1縁部や下端部のエッジには

使用の際についたと思われる線状の傷が多数認められる。780g。 496は淡黄色を呈するリソダイト (無斑

晶流紋岩)製。ほぼ全面に赤黒色を呈する物質 (酸化鉄か?)が付着している。43.2g。
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図52 中世の杭列

497は両輝石安山岩製 (霧島新期溶岩類)の敲石で、1箇所に敲打痕がみられる。210g。 498は竪穴状遺

構SA 4の上層から出土した。両輝石安山岩製 (高之峰 0母智丘系)で、表面には部分的に黒色物質の付

着が認められる。用途は不明である。43.lg。

509～ 513は軽石力□工品である。いずれも繊維東状の姶良カルデラ起源の軽石を加工しているものと考え

られる。509は五輪塔の空風輪である。1.34kg。 511は表面と裏面にほぞ穴があり、五輪塔の火輪を再加

工しようとしたものと考えられる。周縁部に削り痕や鋭利な金属製の刃物によるものとみられる刺突痕が

観察される。1.48kg。 512は実測図下端にくびれがあり、突起状となる。再加工品の可能性があるが、用

途は不llBである。513は円盤形を呈し、周縁部が研磨されている。中心には孔があけられている。用途不

明。31.lg。 510は周縁部を研磨し、円盤状に加工され、表面には写実的な顔面が彫りこまれている。

250g。

金属製品 0金属加工関連遺物 (図54)

4990500は小鍛冶に伴う鉄滓である。いずれも部分的に燃料の本炭によるとみられる繊維状痕跡が観察

される。499は 126.5g、 500は 62.3gで あり、いずれも小ぶりなわりに重量感はある。501は 遮ゝいごの羽口

である。内径は復元すると約 3 clllで ある。黄橙色を呈するが、先端は火熱のため灰色化している。505は

鋳造用のttl塙である。外面には暗灰色のスラグが溶着している。502は釘である。頭部は丸い。41.5g。

506は刀子。刀身の大半を欠いている。

古 銭 (図54)
507は「車L元重宝」 (唐、初鋳758年)の当十銭で背面の下に月文がみられる。暗赤褐色を呈し重量感が

ある。比較的保存状態もいい。508は半分を欠失しているが、残存部分から「紹聖元宝」 (北宋、初鋳1094

年)と判断できる。腐食により緑色を呈しており、507と比較するともろく軽いかんじがする。

本製品 (図57)

514～519は土坑SC28内で一括出土した。514は挽物の椀で一部に漆の痕跡がある。底径8.2cm。 横木取

りの板目。ウコギ科。515～ 519は なんらかの部材の一部と思われるが、特定できない。イイギリ。5150
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図53 中世の水国平面図

516は いずれも厚さ1.5clll程度の板状を呈しており、一連の製品の可能性もある。516～ 518は一部が焼けて

炭化している。図化していないが、他に棒状の木材や竹の炭化したものものある。516は実測図右面に刃

物でつけられたとみられる線状の痕跡がある。518は鋸でひかれた痕跡が 2条観察される。

520～522は曲物の側板である。520は縦位、521は縦位と斜格子、522は斜位のケビキがみられる。いず

れもスギである。

523は漆器椀である。内外ともに赤漆が塗られ、口唇部には黒漆が厚く施されている。

524は横櫛である。歯数は l clnあ たり12枚であり、歯の挽きだし位置を決める切通し線は、背の上縁に
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鶴 4章 自熱科学分析

1。 試料と方法

株式会社 古環境研究所

放射性炭素年代漫1定

試料名 地点 。層準 種類 前処理 。調整 測定法

No.1

No.2

No 3

No.4

No.5

NQ 6

No.7

No.8

No 9

SA l,中層

SA 2

SC28

B地区北壁トレンチ,

B地区北壁トレンチ,

B地区北壁トレンチ,

SD12,最下層

SC19,最下層

SN l

炭化材

炭化材

炭化材

⑤a層上部  泥炭
⑥層上部   泥炭

⑦a層    泥炭
木材

木材

炭化材

酸―アルカリー酸洗浄 ,

酸―アルカリー酸洗浄 ,

酸―アルカリー酸洗浄 ,

酸一アルカリー酸洗浄 ,

酸―アルカリー酸洗浄 ,

酸一アルカリー酸洗浄 ,

酸一アルカリー酸洗浄 ,

酸―アルカリー酸洗浄 ,

酸一アルカリー酸洗浄 ,

石墨調整

石墨調整

石墨調整

ベンゼン合成

ベンゼン合成

ベンゼン合成

石墨調整

石墨調整

ベンゼン合成

ANIS

AⅣ[S

AⅣIS

Radiometric

Radiometric

Radiometric

AⅣ[S

AⅣ[S

Radiometric

1)Radiometricは液体シンチレーションカ

2)AMSは加速器質量分析法:Accelerator

ウンタによるβ線計数法

NIass Spectrometry.

2.測定結果

試料名 溜訓
HC年
代

(年BP)
δ13C
(%0)

補正
聾C年代
(年BP)

暦年代 (西暦)

No.1

NQ 2

No.3

No.4

No。 5

No.6

184674

184675

184676

150390

150391

150392

184672

2020二七40

21801量 50

700 1 40

1140EL80

1260二量50

1530二七70

-27.7

-26.0

-30.6

--26.5

-29.1

-28.8

-26.6

1980「 40

2160二七50

6101量 40

1120「 80

1200二量50

14701量 70

1250二量40

交点 :

lσ :

2σ :

交点 :

lσ :

2σ :

交点 :

lσ :

2σ :

交点 :

lσ :

2σ :

交点 :

lσ :

2σ :

交点 :

lσ :

2σ :

交点 :

lσ :

2σ :

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

cal

AD 30
BC 30～ AD 70
BC 50～ AD 100

BC 190
BC 350-300,220-160
BC 370-50

A]D 1320, 1350, 1390

A]D 1300-1400
A]D 1290-1420

AD 910, 920, 960
A]D 810-840, 860-1000
AD 710-1030

A]D 810, 840, 860

AD 770-890
AD 690-970

AD 610
AD 540-650
AD 430-680

A]D 770

AD 700-790
AD 680-880

No.7 12801量 40
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No.8  184673  1560±40  -26.6   1530± 40  交点 :cal AD 540
lσ :cal AD 460-480, 520～ 580
2σ :cal AD 430～ 620

No 9  184677  1240± 60  -25.3   1230± 60  交点 :cal AD 780
lσ :cal AD 700-880
2σ :cal AD 670～ 960

1)14c年代測定値

試料の
14c/12c比から、単純に現在 (AD1950年)か ら何年前かを計算した値。14cの半減期は、国際的

慣例によりLibbyの 5,568年を用いた。

2)13c測定値

試料の測定
14c/12c比を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の

同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3)補正14c年代値
δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、

14c/12cの
測定値に補正値を加えた上で算出した年

代。

4)暦年代
過去の宇宙線強度の変動による大気中

14c濃
度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。 cal

はcalibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の
14cの
詳細な測定値、およ

びサンゴのU_Th年代と14c年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベースでは

約19,000年BPま での換算が可能となっている。ただし、10,000年BP以前のデータはまだ不完全であり、

今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正 14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1(68%確率)
と2σ (95%確率)は、補正 14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て、複数の交点が表記される場合や、複数のlσ 02σ値が表記される場合もある。

3.所見

放射性炭素年代測定の結果、No lの炭化材では1980±40年BP(lσ の暦年代でBC30～ AD70年 )、 No 2
の炭化材では2160± 50年BP(同BC350～ 300,220～ 160年 )、 No.3の炭化材では610±40年BP(同D1300～

1400年 )、 No 4の泥炭では1120± 80年BP(同AD810～ 840,860～ 1000年 )、 No 5の泥炭では1200± 50年BP

(同AD770～ 890年 )、 No。 6の泥炭では1470± 70年BP(同AD540～ 650年)、 No。 7の木材では1250± 40年BP

(同AD700～ 790年 )、 No 7の木材では1250± 40年BP(同AD700～ 790年 )、 No.8の本材では1530± 40年BP

(同AD460～ 480,520～ 580年)、 No.9の炭化材では1230±60年BP(同AD700～ 880年)の年代値が得られ

た。

なお、No.2、 No.8、 No.9で は、放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅がかなり大きくなっている

が、これは該当時期の暦年代較正曲線が不安定なためである。

文献

Stuiver,Wl.,ct,al.,(1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration,Radiocarbon,40,p.1041-1083.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門。古今書院,p.1-36。
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‖.植物職酸体分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、植物が枯れ

たあとも微化石 (プラント0オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、こ

の微化石を遺跡土壌などから検出して同定 0定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の

同定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討するこ

とで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

2.試料

分析試料は、 B地区北壁 トレンチから採取された 7点、B-2区北壁から採取された 7点、およびSA
l住居跡の土器片、粘土No258、 完形壺内部上壌の、計17点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント0オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行っ

た。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)
2)試料約 lgに直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃・ 6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz 0 10分 間)に よる分散
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去
6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラート作成
7)検鏡 。計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行っ

た。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相

当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけ

て、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたり

の植物体乾重、単位 :10-5g)をかけて、単位面積で層厚 l cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ

(赤米)の換算係数は2.94(種実重は1.03)、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 メダケ

節は1.16、 ネザサ節は0。 48、 クマザサ属 (チ シマザサ節・チマキザサ節)は 0,75、 ミヤコザサ節は0.30で

ある。タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行

い、その結果を表 および図 に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。なお、B2区北壁につ

いては、同定および定量の対象をイネに限定した。

〔イネ科〕

イネ、キビ族型、ジュズダマ属、ヨシ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チ ガヤ属な

ど)、 ウシクサ族B(大型)、 Cタ イプ

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節 。リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザ
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サ節)、 クマザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (お もにクマザサ属 ミヤコザ

サ節)、 未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、地下茎部起源、未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ属)、 ブナ科 (ア カガシ亜属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 多角形板状 (ブ

ナ科コナラ属など)、 その他

5。 考察

(1)稲作跡の検討

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プ ラント。オパール)が試料 1

gあ たり5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断して

いる (杉山,2000)。 ただし、密度が3,000個 /g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここ

では判断の基準を3,000個 /gと して検討を行った。

1)B地区北壁 トレンチ
③d層 (試料20)か ら④層 (試料 5)ま での層準について分析を行った。その結果、⑤a層 (試料 8)

と④層 (試料 5)か らイネが検出された。このうち、Sz-3直下の④層 (試料 5)では密度が13,100個 /gと

かなり高い値であり、その下位の⑤a層 (試料 8)で も6,000個/gと 高い値である。したがって、これら

の層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

2)B-2区 北壁
⑪a層 (試料 4)か ら⑩層 (試料10)ま での層準について分析を行った。その結果、砂層 (試料 8)を

除く各試料からイネが検出された。このうち、⑩層 (試料10)で は密度が9,800個 /g、 ⑬層 (試料 6)で

は5,300個 /gと高い値であり、⑪a層 (試料 4)、 ⑪b層 (試料 5)、 ⑬b層 (試料 9)で も3,000～ 4,500個 /g

と比較的高い値である。したがって、これらの各層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

⑩層 (試料・7)で は、密度が1,500個 /gと比較的低い値である。イネの密度が低い原因としては、稲作

が行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、洪水などによって耕作土が流出し

たこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所からの混入などが考えられる。

5.植物珪酸体分析から推定される植生と環境

(1)植物珪酸体の検出状況
1)B地区北壁 トレンチ
③d層 (試料20)で は、キビ族型、ヨシ属、ウシクサ族 A、 ネザサ節型、クマザサ属型などが検出され

たが、いずれも比較的少量である。また、ブナ科 (シイ属)や ブナ科 (ア カガシ亜属 ?)な どの樹木起源

も検出された。樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから、少量が検出された場合でもかなり遇大

に評価する必要がある。なお、すべての樹種で植物珪酸体が形成されるわけではなく、落葉樹では形成さ

れないものも多い。⑦a層 (試料18)で は、ブナ科 (ア カガシ亜属 ?)が増加しており、マンサク科 (イ
スノキ属)も比較的多く検出された。また、同層ではススキ属型が出現している。⑥層 (試料14、 16)で

も、おおむね同様の結果であるが、⑤b層 (試料10)ではススキ属型が増加し、樹木起源は減少している。

⑤a層 (試料 8)か ら④層 (試料 5)にかけては、前述のようにイネが出現・増加しており、樹木起源は

ほとんど見られなくなっている。おもな分類群の推定生産量によると、全体的にヨシ属が優勢であり、④

層と⑤a層ではイネも優勢となっている。
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2)SA l住居跡の上器片と粘土No.258(図 18④層)

粘土No258で はヨシ属やイネ科 Cタ イプが比較的多く検出され、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族 A、

クマザサ属型、 ミヤコザサ節型、樹木 (そ の他)、 海綿骨針なども検出された。土器片でもおおむね同様

の結果であるが、各分類群とも密度がやや低くなっており、樹木 (その他)や海綿骨針は検出されなかっ

た。おもな分類群の推定生産量によると、各試料ともヨシ属が卓越している。

3)SA l住居跡の完形壺 (26)内部
ヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族 Bが比較的多く検出され、イネ、ウシクサ族 A、 メダケ節型、ネザサ

節型、クマザサ属型、 ミヤコザサ節型、および樹木 (照葉樹)の ブナ科 (シイ属)、 アカガシ亜属、クス

ノキ科なども検出された。イネの密度は2,200個 /gと 比較的低い値である。なお、籾殻 (穎の表皮細胞)

に由来する植物壌酸体は認められなかった。おもな分類群の推定生産量によると、ヨシ属が卓越している。

(2)植生と環境の推定
1)B地区北壁 トレンチ
最下位の③d層、放射性炭素年代測定で1470± 70年BP(暦年代でAD540～ 650年)の年代値が得られた

⑦a層、および1200± 50年BP(同AD770～ 890年)の年代値が得られた⑥層の堆積当時は、ヨシ属などが

生育する湿地的な環境が継続されていたと考えられ、周囲にはカシ類を主体としてシイ属、イスノキ属、

クスノキ科なども見られる照葉樹林が分布していたと推定される。

⑤b層 (V層)の堆積当時は、周辺でススキ属やチガヤ属などが生育する草原的なところが増加したと

考えられ、照葉樹林は減少したと推定される。1120± 80年BP(同AD810～ 1000年)の年代値が得られた

⑥a層 (V層上部)の時期には、湿地を利用して水田稲作が開始されていたと考えられ、桜島文明軽石

(Sz-3,1471年 )直下の④層 (Ⅳ層)で も水田稲作が行われていたと推定される。なお、稲作の開始以降

もヨシ属が多く見られることから、水田雑草などとしてヨシ属が生育していたことや、休閑期間中にヨシ

属が繁茂していたことなどが想定される。

2)SA l住居跡の土器片と粘土No.258(図 18④層)

粘土No.258の堆積当時は、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考えられ、周囲にはススキ属

やチガヤ属、キビ族、クマザサ属なども生育していたと推定される。

土器片では、粘土No258と植物珪酸体の組成が類似していることから、土器の素材として粘土No258が利

用されていた可能性も考えられるが、若干の差異が認められることから、完全に一致したものではないと

半殺瞬さオ■る。

3)SA l住居跡の完形壺内部

当時は周辺で稲作が行われていたと考えられ、何らかの形で壺内にイネの植物珪酸体が混入したと推定

される。また、調査区周辺にはヨシ属などが生育する湿地的なところや、ススキ属やチガヤ属などが生育

する草原的なところが分布していたと考えられ、遺跡周辺にはシイ属、カシ類、クスノキ科などの照葉樹

林が分布していたと推定される。

なお、イネやヨシ属などが何らかの形で壺内に入れられていた可能性も考えられるが、比較試料 (壺外

の土壌など)の検討が行われていないことから確定的なことは言えない。
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分類群           学名

イネ           0ッ α∫″″1/4“ Onle■にrた→
キビ族型          P面 ∝ac lype

ジュズダマ属        Gο 加

ヨシ属             P/1,電 ″″ω (reed)
ススキ属型         Mttα ″′力″5,Pe
ウシクサ族 A        Alldropogoneae A tb7pe
タケ亜科
~~~~~~~    Bambusddeac(Bamboo)

メダケ節型         Pた ′οb括
“̀s scct雁

″た

不ザサ節型         Pた わιル寄′″s sectミぃ ●

クマザサ属型        S″ α(eXCepl″ ″′わzおα)
ミヤコザサ節型       S6′ sed Mシαた″おa
未分類等          Others
ぞの他σイネ科

~~~~~~~~―
b:iこζ
~~~~~~~~~~

表皮毛起源         IIusk hJr Ortln
棒状珪酸体         Rod― shaped
茎部起源          Stn1 0rtil
地下茎部起源        Undelground stem olgh
未分類等          0血 es

15   7       7   7
196  133  176  141  121  242
146     28     21             13
87      21

472     406     457     367     456     592     408

嶽木だ』原
~~~~~――――――――

Arbo品面
~~~~~――

ブナ科(シイ属)       Cぉ ′α″″志
ブナ科(アカガシ亜属?)   0“ ′て

“
s subgenの c′οbα麟″″お?

クスノキ科         Laul aceac
マンサク科(イ スノキ属)  Dお ヴ′″′″
多角形板状(コ ナラ属など) PolygOnd Phte shaped(0“ αα′S)
その他           Othels

113

7

42

(海綿骨針)‐
~~………~~~― ――、面ぷ 7

種物壇酸体総数        ・
「 omi

表 3 8地区北璧 トレンチにおける植物瞳酸体分析結果

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/ぷ・m)
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マ
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未
分
類
等

地
下
茎
部
起
源

茎
部
起
源

棒
状
珪
酸
体

樹木

ブ ブ ク マ 多 そ 海

0         100%

タケ亜科の比率

型 型 属 サ  源
型 節
型

Sz-3

黒泥層

1120± 80yBP

草本質泥炭層
150-(分解質)

草本質泥炭層
(未分解質)

1200± 50yBP

200-

木本質泥炭層
(材・種実混)

250-1470± 70yBP

灰白色シルト

5万個/g

―

検出密度

5kg/nf・ c風

―

推定生産量

%暗 褐色土 EIl砂層 □ 甦ワルト ロ 泥炭層 国 轍 パミス)回 その他

図58 8地区北璧 トレンチ1通おける植物鮭酸体分析結果
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表 4 土器胎血と粘土の植物瞳酸体分析結果
検出密度 (単位 :× 100個 /g)

分類群     学名
地点・試料 SA l内

土器月台土 粘土m258

イネ科      Gl・ atnineae(Gl・ asses)
キビ族型     Paniceae type
ヨシ属      Л物躙 滋s←eed)
ススキ属型    彫 s“%励%s type
ウシクサ族A  Andropogoneae A type

Cタ イプ     C type

7

35

7

35

49

37

44

15

51

88

タケ亜科     Balnbusoideae cttb00)

クマザサ属型  助sα (eXCeptM″αたθZasα)
ミヤコザサ節型  助sα sect,Mシα力θzαSα
未分類等    Others

7

14

21

その他のイネ科  Others

表皮毛起源    Husk hdr∝ igin
棒状珪酸体    Rod― shaped
未分類等     Others

14

104

257

7

198

264

樹木起源     Al・ b∝ed
その他      Others
(海綿骨針)   Spon熙
植物珪酸体総数  To憾 548

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/ポ ecm)

ヨシ属

ススキ属型

クマザサ属型

ミヤコザサ節型

P7o′η♂
“
グルs(reed)

影 sc魏滋πs type

助Sα (eXCept Mうα力θZasα )

Sαsα sect.■ 4シα力θZαSα

2.19

0.09

0。 05

0。 04

2.78

0.18

0。 17

0.09

タケ亜科の比率 (%)

メダケ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

ミヤコザサ節型

P′θあわ滋sルs sect.挽aα力ι

P′ιあbttstts sect,ハ診zαsα

SαSα (except動物αたθZasα )

Sαsα sect.ふ盪シα力θZαSα

56

44

イネ科 メダケ属 クマザサ属
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ク ヤ
メ ネ マ コ
ダ ザ ザ ザ
ケ サ サ サ
節 節 属 節
型 型 型 型
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0          100%
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表 5 SAl出 土完形壺内土壌の植物珪酸体分析結果
検出密度 (単位 :× 100個 /g)

地点 。試料

分類群        学名

SAl出土
完形壺内土壌

イネ科        Gl・ alnheae(Grasses)

イネ           ぃ 2α sα″″ (dOlllestic● ce)

ヨシ属         動π響所燃 ←eed)

ススキ属型       腱
“
″J77“s type

ウシクサ族 A     Andropogoneae A type

ウシクサ族 B     Alldropogolleae B type

22

102

65

44

80

タケ亜科        Balnbusddeae(Bttb00)
メダケ節型      PJeJο b″s″s sect.滋カル
不ザサ節型      PJa″ οι″s″s sect.ル額sα
クマザサ属型     助w(exCept」Иりα力οZα Sα )
ミヤコザサ節型    Sasα sect. αヽ力οZasα
未分類等       Others
その他のイネ科     Others
表皮毛起源       Husk httr O」 gin

棒状珪酸体      Rod一 shaped

茎部起源       Stem Ongin
未分類等       Otllers

15

502

22

589

樹木起源        Al・ lDored

ブナ科 (シ イ属)    の s滋″″sお
ブナ科 (ア カガシ亜属 )orr徽が subgen,のσわみα滋″″sお
クスノキ科      Lauraceae
その他         Others

7

15

15

73

植物珪酸体総数     TotJ

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/ポ・cm)

イネ           恥筏 sαガυα(dOmestic Hce)  1     0.64
ヨシ属         Pレ

“

″グルs(reed)      1    6.42
ススキ属型      〃おσα″ルtrs type       1    0・ 81

メダケ節型      P/2,ο み″stts se∝ .減dttι    1    0.17
ネザサ節型      〃励b″srrrs sed.Nttα     1    0.10
クマザサ属型     Sα sα (eXCept』断りα力ο

“
Sα)   1    0.22

ミヤコザサ節型    助 sα sect.ぬoたο″Sα     1   0.07

タケ亜科の比率 (%)

メダケ節型      P′ ′′οb″s″s sect.″ 笏滋′    1     30
ネザサ節型      Preあ ら7as″s sect.職zαsα     1     19
クマザサ属型     助sα (eXCeptiの 尿οzαSα)  1    39
ミヤコザサ節型    S^α sect.M″α力ο″Sα     1     12

イネ科 樹木        メダケ属 クマザサ属

―

   

―

l   
ヽ

|

ク ヤ

ヂ2   多争子季
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ウ ウ     ク ヤ
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―
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1.は じめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、遺

跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉などの植

物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存してい

ない場合もある。

2.試料
試料は、 B地区北壁 トレンチおよびH-8区東壁から採取された計10点である。試料採取箇所を分析結
果の柱状図に示す。

3.方法

花粉粒の分離抽出は、中村 (1973)の方法をもとに、以下の手順で行った。

1)5%水酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎
2)水洗処理の後、0.5mmの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去
3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置
4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してアセトリシス処理を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理
6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成
7)検鏡・計数
検鏡は、生物顕微鏡によって300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村 (1980)

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、

節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (―)で結んで示した。イネ属につ

いては、中村 (1974,1977)を 参考にして、現生標本の表面模様・大きさ 0孔 0表層断面の特徴と対比し

て同定しているが、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

4.結果

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉29、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 3、 草本花粉20、 シダ植物胞子 2形態

の計53である。分析結果を表 1に示し、花粉数が200個以上計数された試料については花粉総数を基数と

する花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管東亜属、スギ、コウヤマキ、イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科、

クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属―アサダ、クリ、シイ属―マ

テバシイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノ

キ、モチノキ属、サンショウ属、カエデ属、 トチノキ、ブドウ属、グミ属、ニフトコ属―ガマズミ属、ツ
タ、ツバキ属、 ミズキ属、モクセイ科、クサギ属、イスノキ属
〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、バラ科、マメ科

〔草本花粉〕

ガマ属―ミクリ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ホシクサ属、イボクサ、タデ属

サナエタデ節、ソバ属、アカザ科―ヒユ科、ナデシヨ科、アブラナ科、ササゲ属、ノブドウ、チ ドメグサ
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亜科、セリ亜科、ナス科、オミナエシ科、タンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花粉群集の特徴
1)B地区北壁 トレンチ
花粉群集の組成変化から、下位よりI帯、Ⅱ帯、Ⅲ帯の花粉分帯を設定した。以下に、花粉分帯に沿っ

て花粉群集の特徴を記す。

I帯 :⑥層 (試料14、 試料16)、 ⑦a層 (試料18)

樹木花粉の占める割合が極めて高い。樹木花粉では、コナラ属アカガシ亜属が優占して出現し、上部に

向かって増加傾向を示す。他に、シイ属一マテバシイ属、クリ、スギなどが伴われる。草本花粉では、イ

ネ科、ヨモギ属、カヤツリグサ科が低率に出現する。

Ⅱ帯 :⑤b層 (試料10)

樹木花粉では、コナラ属アカガシ亜属が優占して出現し、シイ属一マテバシイ属、クリ、マツ属複維管

東亜属などが伴われる。草本花粉では、ヨモギ属、イネ科、カヤツリグサ科などがやや多く出現する。ま

た、シダ植物胞子の出現率が高い。

Ⅲ帯 :⑨層 (試料 5)、 ⑤a層 (試料 8)

草本花粉の占める割合が非常に高い。草本花粉では、カヤツリグサ科、イネ科の出現する割合が高く、

イネ属型、ヨモギ属などが出現する。樹木花粉では、コナラ属アカガシ亜属、シイ属―マテバシイ属、マ

ツ属複維管東亜属などが検出される。

2)H… 8区東壁
花粉群集の組成変化から、下位よりI帯とⅡ帯の花粉分帯を設定し、Ⅱ帯をⅡa亜帯とⅡb亜帯に細分

した。以下に、花粉分帯に沿って花粉群集の特徴を記す。

I帯 :⑦c層 (試料 7)

草本花粉の出現率が非常に高い。草本花粉では、カヤツリグサ科が優占して出現し、イネ科およびヨモ

ギ属などが伴われる。樹木花粉では、コナラ属アカガシ亜属、シイ属―マテバシイ属、ブドウ属、クリな

どがやや低率に出現する。

Ⅱ帯 :⑥層 (試料 2)、 ⑦a層 (試料 4)、 ⑦b層 (試料 6)

草本花粉の出現率が非常に高い。草本花粉では、イネ属型を含むイネ科が優占して出現し、カヤツリグ

サ科が伴われる。他に、チドメグサ亜科、ヨモギ属、タンポポ亜科などが出現する。樹木花粉では、コナ

ラ属アカガシ亜属、シイ属一マテバシイ属、クリなどがやや低率に出現する。樹木花粉のマツ属複維管東

亜属の出現により、Ⅱa亜帯 (⑦b層)と Ⅱb亜帯 (⑥層、⑦a層)に区分される。なお、⑦a層 (試料 4)

では、回虫卵と鞭虫卵が低密度に検出された。

5.花粉分析から推定される植生と環境

(1)B地区北壁 トレンチ
放射性炭素年代測定で1470± 70年BP(暦年代でAD540～ 650年)の年代値が得られた⑦a層から1200±

50年BP(同 AD770～890年)の年代値が得られた⑥層にかけては、カシ類 (コ ナラ属アカガシ亜属)を

構成要素と主としてシイ類 (シイ属―マテバシイ属)、 クリ、スギなども見られる照葉樹林が分布してい

たと考えられ、林縁などにはイネ科、ヨモギ属、カヤツリグサ科などが分布していたと推定される。

⑤b層 (V層)の時期には、ヨモギ属、イネ科、カヤツリグサ科などの車本が生育する開地の環境が拡

大したと考えられ、遺跡周辺にはカシ類やシイ類を主要構成要素としてクリやマツ類 (マ ツ属複維管東亜
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属)な ども見られる照葉樹林が分布 していたと推定される。

1120± 80年BP(同 AD810～ 1000年 )の年代値が得 られた⑤a層 (V層上部)の時期には、水田稲作が

行われていたと考えられ、桜島文明軽石 (Sz-3,1471年)直下層の④層 (IV層)では、ソバやマメ類を栽

培する畑作も行われていたと推定される。遺跡周辺はイネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属などの草本が生

育する人里の環境であったと考えられ、周辺地域にはカシ類やシイ類を主要構成要素としてマツ類なども

見 られる照葉樹林が分布 していたと推定される。

(2)H-8区 東壁
⑦c層の堆積当時は、カヤツリグサ科を主としてイネ科の水生植物なども生育する湿地～沼沢地の環境

であったと考えられ、周辺地域にはカシ類 (コ ナラ属アカガシ亜属)、 シイ類 (シ イ属―マテバシイ属)、

ブドウ属、クリなどを構成要素とする照葉樹林が分布 していたと推定される。

平安時代とされる⑦b層 (V層)か ら桜島文明軽石 (Sz-3,1471年 )直下の⑥層 (Ⅳ層)にかけては、

イネ科を主としてカヤツリグサ科、チ ドメグサ亜科などの水生植物も生育する沼沢地～湿地の環境であっ

たと考えられ、周辺では水田稲作が行われていたと推定される。 ヨモギ属やタンポポ亜科は、陽当たりの

よい乾燥地を好む人里植物であることから、周囲は比較的乾燥 した人里の環境であったと考えられる。ま

た、周辺地域にはカシ類、シイ類、クリなどを構成要素とする照葉樹林が分布 していたと考えられ、⑦層

(V層)の時期にはマツ類 (生態上からアカマツと考えられる)の二次林も形成されていたと推定される。
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表 6 8地区北璧 トレンチの花粉分析結果
分類群 B地区北壁 トレンチ

Taxaceae‐ Cephalotaxaxeac‐Cupre∬aceac イチイ科…イヌガヤ科―ヒノキ科

た boreal pollen

Ab」 ies

Tsu"
P■ lιぉ subgθ m.IttbfOrfon

Qつ 10mθ tt JapOnta
Sdadαガ終 ス)r」(』fala

力gfans

P“romrya nttuJa
AIn邸
Bθ tta
Cοメ lIS
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OSta120p誌_Pasanカ
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OllθrCas stlbgen.挽pガ οb」anlls

CttθrCW Subgen.oCfObala壼 印 誌
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Trilateちりe Spore
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ツガ属
マツ属複維管東亜属
スギ
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サフグルミ
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ハシバミ属
クマシデ属―アサダ
クリ
シイ属―マテバシイ属
ブナ属
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ガマ属―ミクリ属
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イネ科
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カヤツリグサ科
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ソバ属
アカザ科‐ヒユ科
ナデシヨ科
アプラナ科
ササゲ属
ノブ ドウ
チ ドメグサ亜科
セリ亜科
ナス科
オミナエシ科
タンポポ亜科
キク亜科
オナモミ属

単条溝胞子
三条溝胞子

8   10   14
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4
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Dお研力題              イスノキ属 2               1
Arboreal・ Nonarbored pollen     樹木・草本花粉
R4oraceae‐ Urticaceae クワ科―イラクサ科 1      1

Leguminosac               マメ科                1  6            1
Nonarboreal ponen          草本花粉

ArtcII量漁              ョモギ属             46 22 58     5  5
■m spore              シダ植物胞子

ハ」boreal pollen

Arboreal・ Nonarborcal poncn
Nonarboreal ponen

樹木・草本花粉
草本花粉

74   99  232  330  346  300
2    7    0    0    1    1
269  266  149    2   15   18

Total ponen                   ttL‖ 分経ま】紋                   345  372 381  332 362  319

Rm spore              シダ植物胞子           12 16 78 10 20 41
Helmma.egg.s      _______重 数室皇慶L_____三二IIIIIIII(1) (― ) (‐) (―) (‐) (― )
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表 フ H-8区東壁の花粉分析結果
分類群 H-8区 東壁

学名 禾日4ろ

Taxaccac― CcphJotaxaxcac― Cuprcssaccac イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科

ハfborcal poHcn

Podocarpus

Abた s

Ts・ uga

Plilllus subgc■ .DわIov10■

師 :ο■,Crlia Japoflたa

Scliadopr`ys yCrfた lilfaFa

」υgiarls

Bcrura

Chrprrlus― Ostrya′ aporlrca
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Fcm sporc
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樹木花粉

マキ属

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

スギ

コウヤマキ

クルミ属

カバノキ属

クマシデ属―アサダ

クリ

シイ属―マテバシイ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

エノキ属―ムクノキ

サンショウ属

カエデ属

ブドウ属

グミ属
ニフトコ属―ガマズミ属

樹木・草本花粉

クワ科―イラクサ科

バラ科

1

1            1
1       1       3

15732
3

l       r

1

l       l                l

1

2       1

2       2       6

23      11      20

6       6       3

29      39      46

1       1

1

1

1    1
7

144     120

15      19
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2      1
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13

57     226

1

4
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1

7

1
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Lcguminosac                マメ科                  2         1    4
Nonarborcal pollcn
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シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

草本花粉

ガマ属―ミクリ属

オモダカ属

イネ科

イネ属型

カヤツリグサ科

ホシクサ属

イボクサ

タデ属サナエタデ節

アカザ科―ヒユ科

ナデシコ科

アプラナ科

チ ドメグサ亜科

セリ亜科

タンポポ亜科

キク亜科

1   1        1
2              1

1              1      1

1               2

19     19     32

3      2      3

12      1      6      2

3433

Afterηおね               ヨモギ属              32   36   25   17

14

2

3      15       7

3        5        3

Arborcal poHcn

Arborcal o Nonarborcal poHcn

Nonarborcal poHcn

Total pollcn

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

85

7

298
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70

2

288

360

85      67

7       9

256     293

348     369

Unknown poHcn

Fcrn sporc

未同定花粉

シダ植物胞子

3

16

4

10

Hcimillth eggs

Ascaris

Trichuris

寄生虫卵

回虫卵

鞭虫卵

計Total

一-89-―

試料 lcc中 の寄生虫卵密度

明らかな消化残澄



写真 7 B地区北壁 トレンチの花粉・胞子
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写真 8 H-8区東壁の花粉 。胞子・寄生虫卵
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IVe睦藻分析

1.は じめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土壌、

岩石、コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環境要因に

応じて、それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を反映している

ことから、水域を主とする古環境復原の指標:と して利用されている。

2.試料

試料は、H-8区東壁から採取された 4点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.方法

以下の手順で珪藻を抽出し、プレパラートを作成した。

1)試料から乾燥重量 lgを秤量

2)10%過酸化水素水を加え、加温しながら1晩放置

3)上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗

4)残澄をマイクロピペ ンヽトでカバ~グ ラスに滴下して乾燥

5)マ ウントメディアによって封入し、プレパラート作成

6)検鏡 。計数

検鏡は、生物顕微鏡によって600～ 1000倍で行った。計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行い、少

ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

4.結果

試料から出現した珪藻は、貧塩性種 (淡水生種)89分類群である。計数された珪藻の学名と個数を表 1

に示す。また珪藻総数を基数とする百分率を算定したダイアグラムを図 1に示す。

1)I帯 :⑦c層 (試料 7)

検出された珪藻群集は貧塩性の淡水性種のみである。中でも流水性種で中～下流性河川指標種のAchn

anthes lanceolataの 出現率が高く、流水性種のGomphonema parvulurnも 多く出現する。また、Navic

ula elginensis、 Eunotia minor、 Gomphonema gracile、 Pinnularia acrosphaeriaな どの沼沢湿地

付着生種群や湖沼沼沢湿地指標種群のAulacoseira ambiguaも 比較的多く出現する。他にNavicula gall

ica、 Nitzschia arrlphibia、 Navicula rnuticaな どの陸生珪藻も出現する。

2)Ⅱ帯 :⑥層 (試料 2)、 ⑦a層 (試料 4)、 ⑦b層 (試料 6)

各生態性が不定性のRhopalodia gibberulaの出現率がやや高い。また、Cymbella minuta、 Gompho

nema parvulumな どの中～下流性河川指標種群や流水性種も出現する。Navicula elginensis、 Pinnula

ria gibba、 Pinnularia viridisな どの沼沢湿地付着生種群も検出される。止水性種では、Frustulia rho

mboides v.saxonicaや 湖沼沼沢湿地指標種群のAulacoseira ambiguaが やや多く出現する。他に陸生

珪藻であるNavicula gallica、 Pinnularia subcapitata、 Nitzschia amphibiaも やや多く出現する。ま

た、不定性種も多様に出現し、Rhopalodia gibberulaを主に、Cymbella cesatii、 Caloneis molaris、

Cymbella silesiacaな ども検出される。Cymbella minutaと Rhopalodia gibberulaは耐塩性種ないし好

塩性種である。
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5。 珪藻分析から推定される堆積環境

⑦c層の堆積当時は、流水の影響のある湖沼～湿地および湿潤な陸域の多様な環境が示唆され、河川か

ら流れ込む流水の影響を強く受ける水域であったと推定される。同層は泥炭質であることから、堆積地は

河川から流水が流れ込む池沼としての環境が示唆される。

平安時代とされる⑦b層 (V層)か ら桜島文明軽石 (Sz-3,1471年 )直下の⑥層 (Ⅳ層)にかけては、

流水の影響を受ける湖沼～沼沢の堆積環境が考えられ、 I帯と同様の河川からの流れ込みのある池沼の環

境が示唆される。また、耐塩性種ないし好塩性種が比較的多いことから、塩分を含む生活排水の流れ込み

があった可能性が考えられる。
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表 8 H-8区東壁の珪藻分析結果
H-8区 東壁

種類 (貧塩 )

貧塩性種 (淡水生種)     ~
AめЛanぬ es clcvcl
Acrlllandllcs exl解 Ja

Acrlnanttes hullganca

A“nanttes lanccolata
Amp力οm′ゴL● yc・ a
ん om ocοncお b“ crlysf"

Arlomoco"oお VJ:“a

Auracosefm amo■騨 a

Ca′ο
"cis bacJunl

crorleis llyarha

Cb′ oneis lauta

Calollcお
"darisCo∝ oneお ノacenfura

のmbc″ a cesa」 J

Ombe〃 a gttc」 Is
OmbC″a minula
OmbC″ a navFclJffん rlnお
おmbC〃a sJcsね ca

CInbe″a施ロゴda
のコbe″a lllradura

DゎIο ncIS OV」 お
Dわ′o"eお yatttacnsお
Eunolla arcus y bFdens

Ellllο Ja bJllllaJs

Eunolね J口natts

Ellnο tia m“Or

Eullo″ a nlの odο
"v.1,prca

EIanο fin pecttars

Eunotin p"erupta v.bFdens
F"JraHa b“ vis・ triata
LJal・ ia capucha
Fra」 aHa construcns
FragraHa construcns v.ven ter

Fraglla″a pansfrJ“

FnlsfurFa rhο mboFdes v.・ saXO"Fca
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写真 9 H-8区東壁の珪藻 I
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V。 壽盤虫卵分析

1.は じめに

人や動物などに寄生する寄生虫の卵殻は、花粉と同様の条件下で堆積物中に残存しており、人の居住域

では寄生虫卵による汚染度が高くなる。寄生虫卵分析を用いてトイレ遺構の確認や人糞施肥の有無の確認

が可能であり、寄生虫卵の種類から、摂取された食物の種類や、そこに生息していた動物種を推定するこ

とも可能である。

2.試料
試料は、H-8区東壁の⑦b層から採取された 1点である。

3.方法

微化石分析法を基本に、以下のように行った。

1)サ ンプルを採量

2)脱イオン水を加えて撹拌
3)節別および沈澱法により大きな砂粒や木片等を除去
4)25%フ ッ化水素酸を加えて30分静置 (2～ 3度混和)

5)遠心分離 (1500rpm、 2分間)による水洗の後にサンプルを 2分割
6)片方にアセトリシス処理を施す
7)両方のサンプルを染色後、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成
8)検鏡 0計数

4.結果と考察

分析の結果、平安時代とされる⑦b層 (V層)の試料からは、寄生虫卵および明らかな消化残澄は検出

されなかった。同試料からは花粉が比較的高密度に検出されることから、寄生虫卵については当初から含

まれていなかったとみるのが妥当であろう。なお、同試料からはイネ属型、ソバ属、アブラナ科、ササゲ

属の花粉が検出されることから、周辺でこれらの植物が栽培されていた可能性が考えられる。また、⑦a

層 (V層上部)で は、回虫卵と鞭虫卵が検出されたが、いずれも低密度であることから、集落周辺におけ

る通常の汚染程度と考えられる。回虫と鞭虫は、虫卵の付着した野菜 。野草の摂取や水系により経口感染

する。
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表 9 H…駆 東壁の寄生虫卵分析結果

分類群 H-8区東壁
⑦ b層学 名 和名

Hcinlinth eggs 寄生虫卵

明らかな消化残湾

Taxaceac‐ Cephalotaxaxeac―Cupressaceae  イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科

Arboreal pollen

Pοdocaψ us

Attθ s

Phus subg(濶 .DわlovfOll

GttpLomel力 Japoflた a

Sごadoprlys ycr巨cilala

Bctllfa

Castarlθ a α・θnala

Castal10ps」 iS―Pasanfa

OuCrCl■S subge■ .bp」 idοbararlus

OuerC■9 subgcII.o石dObarallopSお

Arboreal o Nonarboreal pollen

ふ4oraceae-1」 rticaccac

Nonarboreal pollen

Arisma

Gralllineae

01シza ″pe

qperaceac

Pofygο lllllll SCCi PCrsゴ ca″a

Fagoρy風ガη

Chenopodiaceac― Alnaranthaccac

Cluciferae

Иgna

Hafο
“

gお■4Tゴ9ρflyffulll

Hydrocetyloideae

Apiodeac

hctucoldcae

Asteroideae

Fern spore

卜4onolate type spore

Trilate type spOre

樹木花粉

マキ属

モミ属

マツ属複維管束亜属

スギ

コウヤマキ

カバノキ属

クリ

シイ属―マテバシイ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

樹木・草本花粉

クワ科‐イラクサ科

草本花粉

サジオモダカ属

イネ科

イネ属型

カヤツリグサ科

タデ属サナエタデ節

ソバ属

アカザ科―ヒユ科

アブラナ科

ササゲ属

アリノトウグサ属―フサモ属

チ ドメグサ亜科

セリ亜科

タンポポ亜科

キク亜科

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

1

1

16

2

1

2

2

5

32

12

60

2DisMilml               イスノキ属

LegunllllosaC                      マメ科

２

　

２

¨

1

152

13

113

1

1

2

3

1

1

13

4

5

8

51

10

10

ハゞ boreal pollen

ハぼboreal o Nonarboreal ponen

Nonarboreal pouen

Total pollen

樹木花粉

樹木 。草本花粉

草本花粉

花粉総数

136

4

369

509

試料lcc中 の花粉密度 4.0

×104

Unknown ponen

Fern spore

未同定花粉

シダ植物胞子
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Vi.種実同定

1.は じめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物など

から種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や栽培植物を明らかにすることができる。

2.試料

試料は、 B地区北壁 トレンチの⑥層 (木本質泥炭層)、 I-5区 の⑦b層 (V層 )、 H-8区 の⑦b層
(V層 )、 およびSA l住居跡から採取された炭化種子片の、計 4点である。

3。 方法

肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。結果は

同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

3.方法

以下の方法で、種実の抽出と同定を行った。

1)試料200ccに水を加えて泥化
2)攪拌した後、0.25mmの飾で水洗選別
3)双眼実体顕微鏡下で検鏡 0計数

同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い、結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示し

た。

4.結果

分析の結果、樹木 6、 草本 5の計11分類群が同定された。学名、和名および粒数を表 1に示し、主要な

分類群を写真に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

カヤ Torreya nucifera Siebo et Zucc。 種子 イチイ科
茶褐色で長卵形を呈す。表面には縦方向の隆起が走る。断面は円形である。

コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgeno CyclobalanOpsis 殻斗 ブナ科

殻斗は黒褐色でゆるやかな椀状を呈し、輪状紋がある。

イチイガシ Quercus gilva Blume 堅果 殻゙斗 ブナ科

黒褐色で楕円形を呈し、先端に明瞭な花柱を持つ。花柱の先端は直上かやや内側に向き、殻斗壁が厚い。

殻斗は輪状紋をもち基部から先端に向かって直線的な椀状を呈する。

コナラ属 Quercus 堅果 ブナ科
黒褐色で楕円形を呈し、表面は平滑である。破片であったため属レベルの同定にとどめた。

ハクウンボク Styrax obassia Sieb.et Zucc.核  エゴノキ科
黒褐色で楕円形を呈し、下端にへそがある。表面に 3本の浅い溝と、低い稜がある。

モモ Prunus persica Batsch 核 バラ科
黄褐色～黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。

〔草本〕

ミクリ属  Spaganiurrl 果実  ミクリ科

淡褐色で側面観は倒卵形、上面観は円形。表面には縦方向に 5本程度の筋が走る。
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ホタルイ属 Scirpus 果実 カヤツリグサ科
黒褐色で、やや光沢がある。広倒卵形を呈し、断面は両凸レンズ形である。表面には横方向の微細な隆

起がある。

カヤツリグサ科 Cyperaseae 果実

黄褐色で倒卵形を呈す。断面は三角形である。

コナギ Monochoria vaginalis Presl var.plantaginea Solms― Laub.種子  ミズアオイ科

淡褐色で楕円形を呈す。表面には縦方向に 8～ 10本程度の隆起があり、その閥には横方向に微細な隆線

がある。種皮は薄く透き通る。

ハ トムギ COix rrla―yuen roman 果実 イネ科
卵形体や狭卵形体を呈し、やや扁平である。表面に縦溝が並ぶ。

5。 考察

(1)B地区北壁 トレンチの⑥層 (木本質泥炭層)
樹木のイチイガシ堅果およびコナラ属アカガシ亜属堅果が極めて多く、カヤ、ハクウンボク、ミクリ属、

ホタルイ属、カヤツリグサ科、コナギが伴われる。

イチイガシおよびコナラ属アカガシ亜属が極めて多いことから、当時の調査地点周辺にはイチイガシを

主とするカシ林が分布していたと推定される。イチイガシ林は、西南日本の適潤で肥沃な平野部に分布す

る照葉樹林であり、イチイガシの堅果は渋抜きなしで食用になる。カヤやハクウンボクは適7問地に生育す

る樹木であり、照葉樹林の要素として生育していたと考えられる。また、森林内には、 ミクリ属、ホタル

イ属、カヤツリグサ科、コナギなどの抽水植物が生育する小規模な湿地や沼沢地が分布していたと推定さ

れる。

(2)I-5区 の⑦b層 (V下層)、
イチイガシ 6、 ハ トムギ 5、 カヤ 1、 コナラ属 1、 モモ 1、 ハクウンボク 1が同定された。また、昆虫

片も含まれていた。明らかな栽培植物としては、モモとハ トムギがあげられる。モモは中国原産で日本の

弥生時代以降の遺跡では核がよく出土する果樹である。ハ トムギは東南アジア原産の畑作物で出土は珍し

い。イチイガシ、カヤ、コナラ属は温帯下部の暖温帯に分布する照葉樹林内の構成要素である。

(3)H-5区 の⑦b層 (V下層)
昆虫片や種皮片 (?)は検出されたが、明らかな種実は検出されなかった。

(4)SA l住居跡から採取された炭化種子片

試料は、微細な炭化種実片であり、保存状態が悪く全体が観察できないことから、種実の同定には至ら

なかった (写真参照)。

文献

笠原安夫 (1985)日 本雑草図説,養賢堂,494p.

笠原安夫 (1988)作物および田畑雑草種類.弥生文化の研究第 2巻生業,雄山閣 出版,p.131-139.
南木睦彦 (1992)低湿地遺跡の種実.月 刊考古学ジャーナルNo.355,ニ ューサイエンス社,p.18-22.

南本睦彦 (1993)葉 0果実。種子。日本第四紀学会編,第四紀試料分析法,東京大学出版会,p.276-283.

吉崎昌一 (1992)古代雑穀の検出.月 干じ考古学ジャーナルNo.355,ニ ューサイエンス社,p.2-14.

金原正明 (1996)古代モモの形態と品種.月刊考古学ジャーナルNo.409,ニ ューサイエンス社,p.15-19.
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写真1l SA1 0 SD12出土不明炭化物

1 不明炭化物 SAl    同左

表10 B地区北壁 トレンチ種実同定結果

3 不明炭化物 SD12(図 25 SD12cの ④層中)

-1.Orrm
‐‐‐‐1.Orrm

分類群 B地区北壁 トレンチ

第11層学名 和名

Arbor

Torrcya nuttra S」 ileb. el Zucc

Ouθrcus gM ELmθ

Oucrcus subgen.創οbarallopSS

樹木

カヤ

イチイガシ

種子

堅果

殻斗

1

107

7

95コナラ属アカガシ亜属 堅果

Srax ob劉並 s」ilebo θl Zuに              ハクゥンポク    核          1
Herb

Spargar2」 illm

S‐ お

い eraCeae

草本

ミクリ属

ホタルイ属

カヤツリグサ科

果実

果実

果実

種子

1

1

1

1M∝]οdlona vagmJお Presl var prantaglnca Sohs Lub. コナギ
TOtal                 合計               215
Uttnown               不明               2
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写真12 B地区北壁 トレンチの種実

1カヤ種子 2コ ナラ属
アカガシ亜属堅果

-1.Omm-1.Omm

コナラ属      4
アカガシ亜属堅果

-1.Omm

コナラ属       5
アカガシ亜属堅果

-1.Omm

コナラ属

アカガシ亜属堅果

-1.Omm

イチイガシ堅果

-1.Omm

ミクリ属果実

――――‐1.Omm

イチイガシ堅果

-1.Omm

イチイガシ堅果   9イ チイガシ堅果

-1.Omm      -1.Omm

10ハ クウンボク核

-1.Omm

/
ホタルイ属果実

――――‐ 1.Omm

13 カヤツリグサ科果実   14コ ナギ種子

1.Omm 1.Omm
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表11 1-5区・ H-8区の種実同定結果

分類群 I-5区 (V層 ) H-8区 (V層 )

部位 選別済み種実 堆積物学 名 和名

Arbor

Toreya rlLICitra Sicb. ci ZLICC.

OuCrCu6 gJva BILIIlle

Ollef・C“

PI■lコ us persた a Batscth

Hcrb

Cott lnaサ リcコ Rornall.

樹木

カヤ     種子

イチイガシ  堅果

コナラ属   堅果

モモ     核

草本

ハ トムギ   果実

Total 合計

Unknowll 不明植物遺体

写真13 1-5区 V層の種実

1 カヤ種子
-1.Omm

2 イチイガシ堅果 3 ハクウンボク核
-1.OInlll -1.Omm

4 モモ核
-1.Omm
5 同左

一-103-―

-1.Omm
6 ハ トムギ果実

―‐ 1.Omm



ⅥI-1.樹 種同定

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から概ね属レ
ベルの同

定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の

推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試料
試料は、 B地区北壁 トレンチの⑥層 (木本質泥炭層)、 SD12、 SC19、 SC28か ら採取された木材 6点、

およびSA l、 SA 2、 SN lか ら採取された炭化材 3点の計 9点である。

3.方法

本材については、カミソリを用いて新鮮な基本的三断面 (本材の横断面、放射断面、接線断面)を作製

し、生物顕微鏡によって40～ 1000倍で観察した。また、炭化材は割折して新鮮な基本的三断面を作製し、

落射顕微鏡によって50～ 1000倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4。 結果

結果を表 1に示し、分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

コナラ属アカガシ亜属 QuercuS Subgeno Cyclobalanopsis ブナ科

横断面 :中型から大型の道管が、 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射子L材である。

道管は単独で複合しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏組胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織がある。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガシ、

アラカシ、シラカシなどがある。本州、四国、九州に分布する常緑高本で、高さ30m、 径1.5m以上に達

する。材は堅硬で強靭、弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

エノキ属 Celtis ニレ科

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管が 1～ 2列西己列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多

数複合して円形、ないし斜線状に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞であるが、上下の縁辺部に方形細胞が見られる。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型であり、 1～ 10細胞幅程度で鞘細胞をもつ。

以上の形質よリエノキ属に同定される。エノキ属にはエゾエノキ、エノキなどがある。北海道、本州、

四国、九州、沖縄に分布する落葉の高木で、高さ25m、 径1.5mに達する。谷あいなどの適潤地に生育す

る。材は、建築、器具、薪炭などに用いられる。

エゴノキ属 Styrax エゴノキ科

横断面 :年輪のはじめに、やや小型で丸い道管が、単独または 2～ 4個放射方向に複合して散在し、晩

材部ではごく小型で角張った道管が単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散子L材である。道管の

径は、早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。軸方向柔細胞が、晩材部において接線状に配列す

る。

―-104-一



放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は10本前後である。放射組織は異性

である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で 1～ 3細胞幅である。

以上の形質よリエゴノキ属に同定される。エゴノキ属には、エゴノキ、ハクウンボクなどがある。北海

道、本州、四国、九州に分布する落葉の小高木で、高さ10m、 径30clllで ある。谷などの水際に生育する樹

木である。材は器具、旋作、薪炭などに用いられる。

ヤマハゼ類 Rhus cf.Sylvestris Siebo et Zucc.ウ ルシ科

横断面 :やや小型で厚壁の道管が、年輪のはじめにほぼ単独でまばらに配列 し、晩材部へ向けて、徐々

に径を減 じながら、 2～数個、おもに放射方向に複合 して、まばらに散在する半環孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は単穿子Lで、放射組織は異性である。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で、 1～ 2細胞幅である。

以上の形質よリヤマハゼ類に同定される。ヤマハゼ類は、本州 (関東以西 )、 四国、九州に分布する落

葉の小高木である。

不明 unknOwn
試料・の保存状態が悪 く、木材としての組織を確認できなかったため、不明とした。

5。 所見

分析の結果、SC19と SC28か ら採取された木材、 B地区北壁 トレンチの⑥層 (木本質泥炭層)か ら採取

された木材の一つ、およびSA 2と SN lか ら採取された炭化材は、いずれもコナラ属アカガシ亜属と同定

された。コナラ属アカガシ亜属は、一般にカシと総称されるがイチイガシやアカガシなど多くの種があり、

温帯下部の暖温帯の照葉樹林を形成する主要高本である。

文献

佐伯浩 0原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.20-48.

佐伯浩 0原田浩 (1985)広葉樹材の細胞。木材の構造,文永堂出版,p.49-100,

島地謙。伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,296p.

山田昌久 (1993)日 本列島における本質遺物出土遺跡文献集成,植生史研究特別第1号,植生史研究会,p.242
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表12 B地区北壁 トレンチ他樹種同定結果

試料 結果 (学名/和名)

B地区北壁 トレンチ

B地区北壁 トレンチ

B地区北壁 トレンチ

SAl

SA2

S C19

S C28

S D12

⑥層  材 1

材 2

材 3

炭化材

炭化材

最下層  材

削りくず

下層

Sayrax

Quercus subgen,Cyclobalanopsis

Celtis

Rhus cf.Sylvestris Sieb.et Zucc

Quercus subgen,Cyclobalanopsis

Quercus subgen,Cyclobalanopsis

unknown

QuerCus subgen,Cyclobalanopsis

エゴノキ属

コナラ属アカガシ亜属

エノキ属

ヤマハゼ類

コナラ属アカガシ亜属

コナラ属アカガシ亜属

不明

コナラ属アカガシ亜属

写真14 SNlの炭化材

横断面       :0.4mm
SNl コナラ属アカガシ亜属

放射断面      :0.4mm 接線断面      :0.2mm
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写真15 B地区北壁 トレンチの木材

線断面

一一一攀喩褻鴬４警一一一一一一一一一一一”Ｆこ」一一・なで一　一・”一　　　　　　　椰̈
‐‐ :0.21rm

痣
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Ｌ
鶴

爾

■

督俯
輔
暉
姉
貯
穐
Ｉ
一

欲蝙
隷
魏
■
饂
鰤

Ｌヽ蒻
一

一中

コナラ属アカガシ亜属

接線断面
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写真16 SD12の木材及びSAlの炭化材

横断面       :0.5mm
l.SD12 コナラ属アカガシ亜属

放射断面       :0.5mm 接線断面       :0.5mm

横断面       :0.41mm
2.SAl ヤマハゼ類

放射断面       :0.2mm 接線断面      :0.2mm
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Ⅵl-2。 本製 %の樹種同定
(株)吉田生物研究所 汐見 真
京都造形芸術大学  岡田 文男

1。 試料

試料は都城市馬渡遺跡から出上した木製品17点である。

2.観察方法

弟J刀で木口 (横断面)、 柾目 (放射断面)、 板日 (接線断面)の各切片を採取し、永久プレパラートを

作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

3.結果

樹種同定結果 (針葉樹3種、広葉樹8種)表を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1)イ チイ科「カヤ属カヤ (Torreya nucifera Sieb.et Zucc.)
(遺物 :408,411)

本国では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。晩材部は狭く年 輪界は比較的不
明瞭である。軸方向柔細胞を欠く。柾目では放射組織の分野壁子Lは ヒノキ型で 1分野に1～4個ある。仮

道管の壁には対になった螺旋肥厚が存在する。板目では放射組織はすべて単列であった。カヤは本州

(中・南部)、 四国、九州に分布する。

2)イ ヌガヤ科イヌガヤ属イヌガヤ (Cepha10taxus harringtonia K.Koch f.drupacea Kitamura)
(遺物 :409)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は漸進的で、晩材の幅は非常に狭く、年輪界がやや不

明瞭で均質な材である。樹脂細胞はほぼ平等に散在し数も多い。柾目では放射組織の分野壁孔はトウヒ

型で 1分野に 1～ 2個ある。仮道管内部には螺旋肥厚が見られる。短冊形をした樹脂細胞が早材部、晩

材部の別なく軸方向に連続 (ス トランド)し て存在する。板目では放射組織はほぼ単列であった。イヌ

ガヤは本州 (岩手以南)、 四国、九州に分布する。

3)ス ギ科スギ属スギ(Cryptomeria japonica D.Don)

(遺物 :520,521,522)

本国では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接線方向に並

んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で 1分野に 1～ 3個ある。板日では放射組織

はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州、四国、九州の主として

太平洋側に分布する。

4)ブナ科クリ属クリ (Castanea crenata Sieb.et Zucc。 )

(遺物 :410)

環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独の大道管 (～ 500 μ m)が年輪にそって幅のか

なり広い子L圏部を形成している。ttL圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張った小道管が単独あるいは 2～

3個集まって火炎状に配列している。柾日では道管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。放射組織は大

体において平伏細胞からなり同性である。板目では多数の単all放射組織が見られ、軸方向要素として道

管、それを取り囲む短冊型柔細胞の連なり (ス トランド)、 軸方向要素の大部分を占める木繊維が見ら

れる。クリは北海道 (西南部)、 本州、四国、九州に分布する。

5)マ ンサク科イスノキ属イスノキ (Distylium racemOsum Sieb.et Zucc.)

(遺物 :524)

散孔材である。木口ではやや小さい道管 (～ 50μ m)がおおむね単独で、大きさ数とも年輪全体を通

じて変化なく平等に分布する。軸方向柔細胞は黒く接線方向に並び、ほぼ一定の間隔で規則的に配列し

ている。放射組織は 1～ 2列のものが多数走っているのが見られる。柾目では道管は階段穿子Lと 内部に

充填物 (チ ロース)がある。軸方向には黒いすじの柔細胞ストランドが多数走っており、一部は提灯状
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の細胞になっている。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。板目では放射組織は 1～ 2細胞

列、高さ～ l mmで多数分布している。イスノキは本州 (関東以西)、 四国、九州、琉球に分布する。

6)ユズリハ科ユズリハ属 (Daphniphyllum sp.)

(遺物 :403)

散孔材である。木口では小道管 (～ 50μ m)が単独または 2～ 3個複合して多数が分布する。柾目で

は道管は階段穿孔と側壁に階段壁孔を有する。放射組織は平伏と方形、直立細胞からなり異性である。道

管放射組織FHD壁孔は対列状ないし階段状の壁孔がある。板目では放射組織は 1～ 2細胞列、高さ～ l mm

からなる。ユズリハ属はユズリハ、ヒメユズリハがあり、本州 (中南部)、 四国、九州に分布する。

7)ト ウダイグサ科アカメガシワ属アカメガシワ (Ma1lotus iaponicus Muell.Aeg.)

(遺物 :404,406)

環子L材である。木口ではやや大きい道管 (～ 200 μ m)が放射方向に2～ 5個複合し、粗に分布して孔

圏部を形成している。孔圏外では厚壁の小道管が柔細胞を間にはさんで放射状、集団管孔状に分布して

いる。軸方向柔細胞は短接線状である。柾目では道管は単穿孔を有する。放射組織は直立と平伏細胞か

らなり異性である。板目では放射組織はほぼ単列、高さ～1.4mmか らなる。アカメガシワは本州、四国、

九州に分布する。

8)ウ ルシ科ウルシ属 (Rhus sp.)

(遺物 :405)

環孔材である。木口ではやや大きい道管 (～ 270 μ m)が、単独または2ないし数個が集団で複合して

孔圏部を形成している。孔圏外は単独ないし数個復合して散在している。軸方向柔細胞は周囲状が顕著

である。柾日では道管は単穿孔と側壁に交互壁孔を有する。放射組織は平伏、方形、直立細胞からなり

異性である。板目では放射組織は1～ 3細胞列、高さ～700 μ mか らなる。ウルシ属はヌルデ、ヤマウル

シがあり、北海道、本州、四国、九州、琉球に分布する。

9)ツ バキ科ツバキ属 (Camellia sp.)

(遺物 :407)

散子L材である。木口では極めて小さい道管 (～40μ m)が、単独ないし2～ 3個接合して均等に分布

する。放射組織は 1～ 3細胞列で黒い筋としてみられる。木繊維の壁はきわめて厚い。柾日では道管は

階段穿孔と螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔

(と くに直立細胞)は大型のレンズ状の壁孔が階段状に並んでいる。放射柔細胞の直立細胞と軸方向柔

細胞にはダルマ状に応、くれているものがある。板目では放射組織は 1～ 4細胞列、高さ～ l mm以下から

なり、平伏細胞の多列部の上下または間に直立細胞の単列部がくる構造をしている。木繊維の壁には有

縁壁孔が一列に多数並んでいるのが全体で見られる。ツバキ属はツバキ、サザンカ、チャがあり、本州、

四国、九州に分布する。

10)イ イギリ科イイギリ属イイギリ(Idesia plyearpa Maxim.)

(遺物 :515,516,517)

散孔材である。木口では極めて小さい道管 (～ 70μ m)が、単独ないし2～ 5個接合して多数分布す

る。柾目では道管は単穿孔と側壁に交互壁孔を有する。放射組織は平伏、方形、直立細胞からなり異性

である。道管放射組織間壁孔は大型の飾状である。板目では放射組織は 1～ 3細胞列、高さ～ l mmか ら

なる。イイギリは本州、四国、九州に分布する。

11)ウ コギ科 ?(ARALIACEAD
(遺物 :514)

環孔材である。木口面では年輪界に添って数列の大道管が並び、晩材部向かって花房状、縦方向に複

合した小道管が見られる。柾目面では道管に単穿孔と側壁に大型の有縁壁孔が見られる。道管放射組織

間壁子Lは中～大の壁孔の不定形である。放射組織は異性である。道管に螺旋肥厚が見られないのでウル
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シ属には該当 しない。板目面では放射組織は 1～ 5細胞列、高さ～500 μ m以下の紡錘形を している。

しば しば両端の方形細胞が膨れているものが見 られる。
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磁 使用顕微鏡彦

Nikon

hIICROFLEX UFX― DX Type l15

表13 木製品樹種同定結果

No. 種 別 出土区  No. 樹 種

514 椀 」-5区  S C28 ウコギ科 ?

410 皿 I-6区  Vtt No.755 ブナ科クリ属クリ

411 曲物 I-5区  SD12 イチイ科カヤ属カヤ

∩
Ｕ
′
仕 柄 I-5区  Vtt No.1327 ツバキ科 ツ`バキ属

517 部材 」-5区  S C28 イイギリ科イイギリ属イイギリ

516 部材 」-5区  S C28 イイギリ科イイギリ属イイギリ

515 音Б材
‐

」-5区  S C28 イイギリ科イイギリ属イイギリ

524 櫛 」-6区 Ⅳ層 No757 マンサク科イスノキ属イスノキ

405 柄 」-6区  V層 ウルシ科ウルシ属

403 柄 」-7区 V層 ユズリハ科ユズリハ属

409 丸木弓 」-6区 V層 イヌガヤ科イヌガヤ属イヌガヤ

曲物 I-6区 V層 スギ科スギ属スギ

522 曲物 I-7区  Ⅳ層 No.773 スギ科・スギ属スギ

520 曲物 I-7区 Ⅳ層 No772 スギ科スギ属スギ

404 柄 」… 6区 V層 トウダイグサ科アカメガシワ属アカメガシワ

406 柄 」-6区 V層 トウダイグサ科アカメガシワ属アカメガシワ

408 箆 I-7区 V層 イチイ科カヤ属カヤ
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写真17 木製品の顕微鏡写真 (1)

木□×40

514 ウコギ科

木口×40

410 ブナ科クリ属クリ

木口×40

411 イチイ科カヤ属カヤ

板目×40

・１

像

　「

柾目×40

柾目×40 板目×40

柾目×40
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写真18 木製品の顕微鏡写真 (2)

木口×40

407 ツバキ科ツバキ属

木□×40

517 イイギリ科イイギリ属イイギリ

木口×40

516 イイギリ科イイギリ属イイギリ
柾 目

柾目×40

柾目×40 板目×40

板目×40
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写真19 木製品の顕微鏡写真 (3)

木口×40

515イ イギリ科イイギリ属イイギリ

木□×40

524 マンサク科マンサク属イスノキ

木□×40

405 ウルシ科ウルシ属

板目×40

柾目×40 板目×40

柾目×40

柾目×40 板目×40
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写真20 木製品の顕微鏡写真 (4)

木口×40

403 ユズリハ科ユズリハ属

木回×40

409 イヌガヤ科イヌガヤ属イヌガヤ

柾目×40 板目×40

柾目×40

木回×40

408 イチイ科カヤ属カヤ
柾目×40 板目×40
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鶴 鯰塁早 調査の該腋颯

第 1節 遺跡の立地 と環境甕遷 について
馬渡遺跡周辺の地形については、第 2章第 1節の地形分類を述べた中で概括的に触れたが、ここで再度、

馬渡遺跡の立地する沖積段丘 1面 (atl)に ついて遮、り返ってみる。この地形面は霧島御池軽石に覆われ

るが、同軽石直下 (約4200年前)の堆積物 (軽石直下に洪水による灰白色シルト、その下に黒色の草本質

泥炭)をみると、縄文時代中期頃の当該地は河川の氾濫や洪水の影響のある池沼などの湿地であったこと

が推察される。そこに霧島御池軽石が堆積することによってある程度陸化し (早田勉氏教示)、 その後、

横市川本流の下刻が進み段丘化したと考えられる。調査区域の南側と東側には、段丘面を浸食した浅い谷

地形が入り組んでいる。その谷地形の堆積物を珪藻分析した結果、流水の影響のある池沼の環境が推定さ

れており、南側に広がる広大な成層シラス台地を伏流する地下水が、台地の崖面や裾部から湧水し、沖積

段丘の低い部分を浸食することによって形成されたものと考えられる。この浅い谷には下部に木本質泥炭

層、上部に草本質泥炭層が堆積している。浸食の時期は谷底に堆積した木本質泥炭層の放射性炭素年代測

定により、弥生時代後期よりも新しく、古墳時代後期頃と推定される。

一帯の植生変遷については、坂元A遺跡の花粉分析の結果によると、縄文時代晩期から弥生時代後期に

かけては周辺にカシ類 (ア カガシ亜属)を主としてシイ類 (シイーマテバシイ属)な ども生育する照葉樹

林が分布していたと考えられ、クリ、ナラ類、スギなども見られたと推定されている (株式会社古環境研

究所による)。 また、古代から桜島文明軽石 (15世紀後半)にかけてはカシ類などの照葉樹林は大幅に減

少し、 2次林とみられるマツ類 (マ ツ属複維管東亜属)が増加したと推定されている。注目されるのは古

代以降の植生の変化である。馬渡遺跡でも浅い谷の 2地点において泥炭層を花粉分析した結果、古墳時代

はカシ類 (ア カガシ亜属)を主要な構成要素としてシイ類 (シイーマテバシイ属)、 クリ、スギなどもみ

られる照葉樹林が展開し、林縁にはイネ科、ヨモギ属、カヤツリグサ科などが分布していたと推察されて

いる。平安時代の包含層であるV層に相当する泥炭層の堆積時期にはヨモギ属、イネ科、カヤツリグサ科

などの草本が生育する開地の環境が拡大し、周辺の植生は、樹木花粉が急減すると同時にマツ類 (マ ツ属

複維管東亜属 :生態上からアカマツと考えられる)が出現し、 2次林の形成が認められるという。なお、

植物珪酸体分析でも調査区域付近ではブナ科などの樹木起源が減少し、ススキ属やチガヤ属などが生育す

る草原的なところが増加した様相が看取されている。このことから、平安時代以降に当該調査地点をはじ

めとして一帯の植生は人為的な干渉によって大幅な変化があったと推察される。

第 2節 縄文時代 と弥塗時代 につ もヽで
A地区において縄文時代後期後葉の西平式土器が少量出上しており、この時期に沖積段丘 1面 (atl)

で何らかの営みが開始されたものと考えられる。また、B地区では縄文時代晩期中葉の土器群がまとまっ

て出土したが、明確な竪穴住居跡は検出されておらず、定住的な様相をとらえることはできなかった。成

層シラス台地の裾部から出る湧水にたよる飲料水をはじめ一帯の照葉樹林における堅果類の利用や河川に

おける漁携など、さまざまな資源の利用をはかったものと考えられる。また、打製石斧や剥片石器なども

出土していることから、当該地において何らかの栽培活動があった可能性もあるが、薄身の剥片石器には

イネ科植物を対象とした使用痕は認められなかった。今後の事例を追加して検証していく必要があろう。

弥生時代に関しては、後期の竪穴住居跡が 1軒だけ確認された。他の住居跡が古墳時代に浸食されてで

きた浅い谷地形によって、削られて失われた可能性もあるが、もともと、竪穴住居の密度は高くなかった

ものと推察される。竪穴住居の中からは多くの遺物が出土しているが、中でも床面に正位の状態でおかれ

た完形の壺と高杯が注目される。いずれも外面には線刻が施され、目縁部の半分が打ちかかれており、高

杯の下部には赤色顔料の散布が見られたことから、住居の廃絶に伴う祭祀行為によるものと推察される。

また、住居の床面で検出された粘土は、当初、土器の原材料を想定していたが、植物珪酸体分析によつて
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土器胎土と比較した結果、組成が異なっているため他の用途を考える必要がある。石包丁の使用痕分析は

おそらく宮崎県内で初めての試みであると思われるが、このような観察の積み重ねと地元石材を加工した

石器による実験を加味することで、当地域における稲作の一端が明らかになっていくものと思われる。

第 3節 平安時代 について
(1)遺跡の時期…出土土器の年代観から

もっとも多量に出土した土師器の編年的位置付けを検討してみる。まず、包含層及び遺構内から出土し

た完形品や日縁部から底部までがつながるような復元可能な土師器杯をとりあげて、それらの法量に注目

して、口径14cln前後 (杯 I類)、 13cm前後 (杯Ⅱ類)、 12cm前後 (杯Ⅲ類)の 3つ に大別し、それぞれをさ

らに底径の大きさで細分してみた (図 64)。 なお、器高に関しては、おおむね4.8～ 4.4clnの 中に収まって

いるため、今回は分類の項目に入れなかった。底部の切り離しはすべてヘラ切り離しであるが、その技法

的な特徴として、各類の約半数のlallに体部下端にヘラ切りの回転と同じ方向のヘラケズリ状のらせん状面

取りが認められた。これは切り離し後に底部からはみ出た粘土がその痕跡の上にかぶる例があることから、

切り離し後の調整の意味合いを持つヘラケズリではなく切り離しの際の面取りと判断された。プロポーショ

ンをみると、杯 I類、杯Ⅱ―aOb類、杯Ⅲ一a類が底部と体部の境がシャープで、底径が比較的大きいた

めに安定感がある。対して、杯Ⅱ―c類、杯 IIl一 b・ c類は国径に対する底径の割合がかなり小さいために

口縁部から底部へ向かって先細りとなる不安定な印象を受ける。なお、杯Ⅱ―b´ 類は体部下半が丸みを

帯びている。これらの変異が時期差を示すものかあるいは同時期のヴァリエーションなのかを検討するた

めに、溝状遺構SD12の上層から出土した一括資料をみてみよう。同遺構の土師器杯のうち口縁部から底

部まで復元できる資料は 3点だけであるので、図化していない破片も含めて便宜的に底径を測ると、総数

27点中、 7 cmを超えるもの 2点、6.7～ 6 clllが 17点、5。 6～ 5 cmが 8点であり、それぞれに杯 I類、杯Ⅱ一

aeb類 と杯Ⅲ一a類、杯Ⅱ―c類と杯Ⅲ―b類をあてることができる。杯Ⅱ一aOb② c類、杯Ⅲ―a・ b類が

圧倒的多数を占めるようであり、底径 5 clll未満の杯Ⅲ―c類は含まれないようである。溝状遺構という遺

構の性格もあり確実な一括性に欠けるが、この資料を包含層の出土資料から引き算することによって、 1

群=杯 I類、2群 =杯 Ⅱ…a・ boc類と杯Ⅲ―a・ b類、 3群 =杯Ⅲ―c類という具合に概略 3群に分けた場

合、各群は時期差を示している可能性が高い。そうなると、SD12は 2群の時期に埋没したということが

できる。この段階には円盤高台椀の各種 (図65)が 15点ほど伴っており、一定量を占めるものと考えられ

る。また、掘立柱建物跡SB 2の 柱穴埋土上層から出土した土師器杯は 2群に該当するので、建物跡の廃

絶時期はSD12と ほぼ同時期であろう。

参考までに放射性炭素年代測定値をあげると、平安時代の包含層であるV層に相当する泥炭層の上部が

1120± 80年BP(AD810～ 840年、860～ 1000年 )、 同層下部が1200± 50年BP(AD770～ 890年)と いう数

値がある。また、溝状遺構SD12の最下層のアカガシ亜属の樹皮からは1250± 40年BP(AD700～ 790年)

という年代値が得られたことから、本遺跡の平安時代土器の年代幅を8世紀末よりも新しく9世末～10世

紀代よりも古いとするのも一案である。共出した貿易陶磁器はすべて大宰府編年のA期 (8世紀末～10世

紀中頃)であり、国産の緑釉陶器は 9世紀後半～10世紀前半 (高橋照彦氏教示)、 灰釉陶器は 9世紀前半

ということである (藤澤良祐氏教示)。

次に、これまで調査され報告された横市川流域の他の平安時代の遺跡から出土した土師器と比較してみ

よう。横市川左岸の肱穴遺跡では、須恵器の蓋杯などの供膳形態も多数出土しており、馬渡遺跡よりも全

体的に古く位置付けられる。竪穴住居跡の切り合いから、少なくとも3つ の段階 (古 。中壺新)に細分で

きる。古段階には須恵器の高台付杯や杯蓋が明確であり、SA02では須恵器杯蓋 (図 66の 1)と横方向の

ハケメ調整の土師器甕が共伴している。中段階をみると、SA02に切られるSA 7で出土した土師器杯 (口

径12clll、 底径7.6clll、 器高3.6cnl)の底部には切り離し後に工具ナデが施されており (図66の 2)、 縦・横

方向のハケメ調整の土師器甕が共伴している。同じような土師器はSA lで も出土しており、杯は回径13
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杯 I― a′ □径:13 5cm杯 I― a 口径 :14 1cm

底径 :7 3cm

杯 Ⅱ一a  □径:13cm

く杯の分類〉

I=口径14cm前後、Ⅱ=口径13cm前後、Ⅲ=□径12cm前後
a、 b、 cは底径の大、中、小による

※口縁外反

高 :4 6cm
高 :4 7cm

0                      1ocm

329
底径 :7 1cm

杯 Ⅱ―b口径:13 2cm

※下半が丸みをもつ

底径 :6 4on

杯Ⅲ―a口径:12 2cm

赫 143

高 :4 6cm 高 :4 7cm

339 331
底径 :6 1cm              底径 :5 4cm

図64 土師器杯分類図

柱状タイプの円盤高台椀 (小)  張り出しタイプの円盤高台椀 (大 )

底径 :7 cm              底径 :7 8cm

図65 土師器円盤高台椀分類図

1群・̈ 杯 1類

2群…杯 ‖― b・ c類、杯Ⅲ― a・ b類
3群…杯 lll一 c類

底径 :5 5cm

杯Ⅲ―c口径:11 8cm

張り出しタイプの円盤高台椀(小 )

165

底径 :6 8cm

口径 :11 8cm
杯Ⅲ―a

底径 :5 9cm

※スケールは上図と同じ

1 :SA02   5
2 :SA07
3 0 4 :SA01

7

:SA04
i SAll

江内谷遺跡出土土師器

1～ 5 :SD02
6～ 9 i SD01

clll、 底径 7 clll、 器高3.5cmと 口径12cm、 底径 7 clll、 器高 4 cmの 2者があり (図66の 3・ 4)、 縦 0横方向の

ハケメの施された土師器甕の他、須恵器杯 。皿 。蓋が伴っている。新段階をみると、SA07に切られるSA
09では土師器杯が出土しておらず、叩き調整のある土師器甕が出上している。代わりにハケメ調整主体の

土師器甕の出上したSA03を切るSAllを みると、ナデ調整の土師器甕が出土しており、口径13.4clll、 底径

6.8clll、 器高 5 clllの土師器杯 (図66の 7)が共伴した。これには体部と底部の境目に切り離しの際の面取

りが残っている。同じような土師器杯 (口径14.lclll、 底径6.8clll、 器高4.4cmと 口径14cm、 底径7.4cm、 器高

5.4clll)は SA04で も出土しており (図66の 5・ 6)、 これにも体部下半に面取りが認められる。これらを新

段階に位置付けておく。新段階の土師器杯は馬渡遺跡の杯 I類に類似しており、切り離しのテクニ ソヽクも

共通する。ちなみにこれらの遺構内からは明確な円盤高台椀の出土はないようである。

馬渡遺跡の東方約500rnにある江内谷遺跡では、平安時代の土器がまとまって出土した。溝状遺構SD02

から出土した土師器杯 (図 67の 1～ 5)は規格がそろっており、回径12.6～ 11.lcnl、 底径5。 7～ 4.5cm、 器

杯 II― b′ 口径:12 8cm 杯 Ⅱ―c 口径:12 9cm

杯 Ⅲ―b□径:12 3cm
橙色系

〔ノ

底径 :6 4cm 底径 :4 8cm

柱状タイプの円盤高台椀 (大 )
口径 :17 2cm

底径 :7 6cm

El径 :15 2cm

底径 :7 cm

口径 :14 4cm 口径 :12 2cm

1は須恵器、他は土師器

図66 肱穴遺跡出土量器
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高5.5～ 4.3clllに収まり、体部下半に切り離しの際の面取りが認められるものが目立つ。馬渡遺跡の杯Ⅲ―

b類が少量みられ、大半は杯Ⅲ―c類に該当する。体部下半の面取りも一致している。円盤高台椀が多数

共伴した他、土師器甕の大半はナデ調整が主体である。一方、SD02よ りも新しいとされるSD01出土の杯

(図 67の 6～ 9)は目径12～ 10.8cnl、 底径5。 9～ 5.5cm、 器高4.2～ 4 clllに収まり、全体に器高が低くなり、

体部中位に丸みをもつものが含まれる。SD02と SD01の炭化物は放射性炭素年代測定の結果、前者が1210

±40年BP(AD770～ 880年 )、 後者が1200± 40年BP(AD780～ 890年)と かなり近接した数値が得られて

いる。

肱穴遺跡の古段階は須恵器蓋の形態などから大宰府V期 (8世紀末)、 中段階が須恵器 llllの形態から大

宰府ⅥA期 (9世紀第 1四半期)、 須恵器の杯蓋が認められなくなる新段階が大宰府VIB期 (9世紀第 2

四半期)に位置付けられる。そうなると、肱穴遺跡の新段階に類似する馬渡遺跡の杯 1群は大宰府ⅥB期、

後続すると考えられる杯 2群は大宰府Ⅶ期 (9世紀第 3四半期)、 杯 3群は大宰府Ⅷ期 (9世紀末～10世

紀初頭)に位置付けられる。馬渡遺跡の杯 3群に該当する江内谷遺跡SD02LTI土杯は大宰府Ⅷ期、同SD01

は大宰府ull期以降に位置付けられようか。すなわち、馬渡遺跡の土師器の年代観はおおむね大宰府VIB期

～Ⅷ期の時期幅 (9世紀第 2四半期～10世紀初頭)で とらえられ、主体となる時期は同Ⅶ期と考えられる。

(2)遺跡の性格について

平安時代の遺構は、北側を段丘の傾斜面 (水田跡 ?)、 南側と東側を泥炭層の堆積する浅い谷、西側を

人工的な溝状遺構SD12に よって区画された南北75m、 東西65mの範囲 (推定面積 :約4800ピ)に掘立柱

建物跡 0竪穴状遺構 傷土坑などが検出された。掘立柱建物跡の主軸は東西方向のものが11棟で、南北方向

のものはSB 4を除くと東西方向のものにおおよそ直交するかたちで 3棟があるが、その配置からは官衛

的な施設と認定することはできない。本文中で触れた各種出土遺物も考慮すると、自然地形とSD12に よっ

て区画された居宅的様相が認められよう。

区画内のほぼ中心に位置する掘立柱建物跡SB 2は桁行 3聞 (6.87m)。 梁間 2間 (4.59m)の 四面に庇

が付き、総面積87.92ピであり、居宅跡の中心的な建物跡であると推察される。次いで大きい建物跡は二

面に庇の付くSB 3(37.38ど )と SB l(36.19ポ )であり、これら大型の建物跡の間には微妙な時間差も

想定される。また、 2間×2間の総柱建物は倉庫としての機能が想定される。他の施設としては竪穴状遺

構が1基 と性格不明の土坑も13基みつかった。居宅跡の北側には水田層が確認され、生産域の広がりが想

定される。一方、東側の浅い谷からは渦巻き文、南側の浅い谷からは吉祥文字とみられる「永」と書かれ

た完形の墨書土器が出上しており、南側の浅い谷における丸木弓などの出土も考慮すると、そこで祭祀的

行為が行われていたことが推察される。ちなみに、南側の浅い谷地形の珪藻分析によって、平安時代相当

層には耐塩性種ないし好塩性種が比較的多いことから、塩分を含む生活排水の流れ込みなどが想定されて

いる。南側の浅い谷へ至る傾斜面からは土師器 。黒色土器と須恵器が多量に出土し、越州窯系青磁などの

貿易陶磁器や京都産や防長産の緑釉や東海産の灰釉などの国産施釉陶器が数点ずつみられた。さらに、石

製鉛具 (丸輌)も 出土した。石製鉛具の宮崎県内での発見例は、西都市で 4例 (上妻遺跡の巡方、諏訪遺

跡の巡方、穂北村の蛇尾、三浦敏氏採集の丸覇)、 佐土原町で1例 (平圏迫遺跡の巡方)、 都城市で 4例

(馬渡遺跡以外に並木添遺跡の丸輌、ニタ元遺跡の丸輌、加治屋B遺跡の巡方)がある。日向国庁のあっ

た西都市の事例はともかく、都城市内での出土状況をみると、石製鉛具が公的施設だけで出土するものと

は言えないようだ。平安京の鉛具を検討した平尾正幸氏によれば、B期とした 8世紀末から9世紀に雑石

腰帯などの金属以外の材質が加わるとされ、平安京左京八条三坊七町の調査状況から、不特定多数の官人

層を対象として市での販売を目的とした私的生産活動が想定できるという。また、氏はこのような生産と

流通が平安時代前期に急速に拡大し、緑釉陶器や灰釉陶器などの国産施釉陶器が品質を下げながら急激に

普及していった事象とも連動しているとみている。馬渡遺跡でも石製鉛具に伴って越州窯系青磁や国産施

釉陶器が出土しており、平尾氏の指摘に符合する。
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当地域は日向国の諸県郡の財部郷に含まれると考えられるが、当遺跡で出土した「財」と書かれた墨書

土器は江内谷遺跡でもその可能性のある資料が見つかっており、一文字であるために吉祥文字の可能性が

高いものの、地名=郷名を表している可能性も捨てきれない。また、「長」 ?の可能性のある墨書土器の

存在も注意される。以上のことから、本遺跡は郷長クラスなど下級官人クラスの居宅跡ではないかと推察

される。また、当遺跡は都城盆地の西端に位置しており、同盆地の中心部に想定されている島津駅から31n

在の鹿児島県国分市に所在したとされる大隅国府へ至る官道沿いの可能性もあることから、交通路に関係

した人物の居宅とも考えられる (小田富士雄氏 0木本雅康氏教示)。

ところで、平成11年度に調査され、平成14年度に国指定史跡となった大島畠田遺跡 (都城市金田町)は

大淀川右岸の微高地上にあり、 9世紀後半から10世紀前半の敷地面積7200ぽ以上の豪族居館跡とされてい

る。区画溝・柵列、門跡そして池状遺構を備えており、中心となる大型建物跡SB lは 5聞×2間プラン

に四面庇が付き、孫庇の部分まで入れると総面積297.25ボである。出土遺物についても青磁 0白磁 e緑釉

陶器 ②灰釉陶器などが数十点ずつ出土しており、すべての面において馬渡遺跡をはるかに凌いでおり、よ

り上位のレベルの居宅跡であると考えられる。調査者は在地有力者の居宅跡や国府・郡衛の出先機関など

を想定している。大島畠田遺跡や馬渡遺跡が出現する 9世紀半ばの段階で日向国に「富豪之輩」が存在し

た可能性を指摘している永山修一氏は、大島畠田遺跡を営んだ勢力や都城盆地に多数の平安時代の遺跡を

営む背景にあった経済力をどのように評価するかということに関して、鹿児島県側を含めた諸県群全体を

見渡した議論が必要であるとしている。

馬渡遺跡の所在する横市川右岸では、中尾山・馬渡遺跡、江内谷遺跡、坂元B遺跡、加治屋B遺跡、星

原遺跡などの各遺跡で 9世紀から10世紀の遺構 。遺物が確認されており、同川左岸でも、肱穴遺跡で 8世

紀末から10世紀の遺構 。遺物がみつかり、鶴喰遺跡、今房遺跡などでも9世紀から10世紀の遺物が出土し

ている。さらに近年、横市川上流域の鹿児島県財部町において、平安時代に属する遺跡の調査が相次いで

おり (高篠遺跡 0踊場遺跡 0永磯遺跡など)、 横市川流域一帯にかなりの密度で平安時代の遺跡が分布す

るという状況が明らかとなっている。このような開発の進展をうかがわせる現象は先に述べた花粉分析か

ら推定された周辺の植生変化、すなわち 2次林であるマツの出現にも符合しており、この時期に一帯の照

葉樹林が集落域の開地及び各種材料や燃料の確保のために伐採されたことを物語っている。

《付記》中世についてのまとめは割愛したが、13世紀後半から14世紀前半の年代幅が考えられる集落跡に付随して用水

路とみられる溝状遺構と水田跡が確認されるという注目すべき成果が得られた。後背の成層シラス台地上では、13世紀

代とみられる比較的規模の大きい5間×2間の四面庇付き掘立柱建物跡の確認された蓑原遺跡があり、東方 l kmには13

～14世紀の大規模な館跡 (南北140m。 東西140m)の 確認された加治屋B遺跡などをはじめ、横市川流域において当該

期の遺跡が多数みつかっている。今後、別の報告書中で各遺跡の動態を総括したい。
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遺跡遠景 (西南上空から)

掘立柱建物跡 (SB2)

写真21 遺跡遠景と掘立柱建物跡 (SB2)
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B-203区 北壁 土層断面図

墨書土器 (「永」

４０２

墨書土器 (「財」) 墨書土器 (「永」)

写真22 遺跡の土層と主要遺物

I-7区 東壁浅い谷への落ち際

H-8区 西壁 土層断面図B地区 北壁 トレンチ (泥炭層確認 トレンチ)

越州窯系
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縄文時代の石器

竪穴住居跡 (SAl)内  器台 (31)出土状況

軽石加工品出土状況              竪穴状遺構(SA2)

写真23 縄文時代の遺物、弥生時代の遺構と遺物出土状況

・・‐藁 「

cツ :..
■‐

B地区 遺構完掘状況 (南から)

竪穴住居跡 (SAl)内  壺 (26)出土状況

竪穴住居跡 (SAl)内

轟 1'li:

蒙■尋:棄■
:l

:毎
・
・・‐・  今ヽ

竪穴住居跡 (SAl)内  軽石加工品出土状況
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26の底面の線刻

26の肩部の線刻
31の脚部の線刻 31の脚部下半の線刻

竪穴住居跡 (SAl)出土

竪穴住居跡(SAl)出土 軽石製品

写真24

竪穴住居跡 (SAI)出土 大型砥石

竪穴住居跡(SAl)出土

弥生時代の遺物
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包丁と砥石


